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2

答 え
2ページ

※ 1、 2の筆算は を見てください。
1　⑴　6  ⑵　3.91
2   ⑴　180  ⑵　21
3   ［式］1.2 × 3.4 ＝ 4.08
  ［答え］4.08kg
4   ［式］360÷ 1.6 ＝ 225
  ［答え］225円

5   ⑴　 1730　 ⑵　
29
48　 ⑶　

1
4

6   ⑴　161　⑵　1170
7   ［式］□× 0.9 ＝ 3600
  　　 □＝ 3600÷ 0.9　□＝ 4000
  ［答え］4000cm3

1　⑴　

⑵　

2　⑴　　　　　　　　　　　⑵

考 え 方
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6
630 3
1
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2
..

3   液体の重さ（kg）
　＝ 1L分の液体の重さ（kg）×液体の量（L）
で求められるから、この液体 3.4Lの重さは、

　　1.2 × 3.4 ＝ 4.08（kg）

4　砂
さ
糖
とう
1kgの値

ね
段
だん
（円）

　＝砂糖の代金（円）÷砂糖の重さ（kg）
　だから、この砂糖 1kgの値段は、
　　360÷ 1.6 ＝ 225（円）

5　⑴　 4
15＋

3
10＝

8
30＋

9
30＝

17
30

⑵　 1112－
5
16＝

44
48－

15
48＝

29
48

⑶　 23 ＋
3
4 －1

1
6 ＝

2
3 ＋

3
4 －

7
6

　＝ 8
12＋

9
12－

14
12＝

3
1

1
4
2 ＝

1
4

6　⑴　70％を小数で表すと 0.7 だから、求
める量は、

　　230× 0.7 ＝ 161（mL）
⑵　4割

わり
5 分

ぶ
を小数で表すと 0.45 だから、求

める金額は、
　　2600× 0.45 ＝ 1170（円）

7　四角い植木ばちに入る土の量を□ cm3と
すると、3600cm3は、四角い植木ばちに入
る土の量□ cm3の 0.9 倍だから、
　　□× 0.9 ＝ 3600
　　　　　 □＝ 3600÷ 0.9
　　　　　 □＝ 4000（cm3）

約分できるときは、

約分してから答えてね。

小数点より下の位の

最後の0は「＼」で
消すんだね。

は、あとからつけた

0を表しているよ。

5 年生の復習（1）1
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5 年生の復習（2）2

1　三角形ＣＤＡ
2　［式］5× 3÷ 2＝ 7.5
　　［答え］7.5cm2

3　［式］32× 25÷ 2＝ 400
　　［答え］400cm2

4　⑴　［式］1.1m＝ 110cm
　　　　　　 60× 90× 110
　　　　　 ＝ 594000
　　　　［答え］594000cm3

　　⑵　0.594m3

5　［式］6× (10＋ 4) × 5＝ 420
　　　　 6× 4× 3＝ 72
　　　　 420－ 72＝ 348
　　［答え］348cm3

1　三角形ＡＢＣとぴっ
たり重なる三角形は、
三角形ＣＤＡです。

2　5cmの辺を底辺とすると、高さは 3cmな
ので、この三角形の面積は、
　　5× 3÷ 2＝ 7.5（cm2）

3　右の図で、三角形
ＦＥＣの面積は、三
角形ＡＥＣの面積と
等しいので、求める
面積は、 の三
角形ＡＢＣの面積と等しくなります。
　　したがって、求める面積は、
　　32× 25÷ 2＝ 400（cm2）

4　⑴　辺の長さの単位を cmにそろえると、
縦
たて
は 60cm、横は 90cm、高さは 1.1m＝

110cmだから、体積は、
　　60× 90× 110＝ 594000（cm3）
⑵　1000000cm3＝ 1m3だから、
　　594000cm3＝ 0.594m3

考 え 方

5　右の図のよう 
に、 部分の直 
方体をおぎなって
考えます。大き 
い直方体の体積は、

　　 6 × (10 ＋ 4) × 5
　＝ 6× 14× 5＝ 420（cm3）
　 部分の直方体の体積は、
　　6× 4× 3＝ 72（cm3）
　したがって、求める体積は、
　　420－ 72＝ 348（cm3）

　　または、下の図 1 の、 部分が底面、
高さが 6cmの角柱と考えることもできます。

　　図 2 において、 部分と 部分を合
わせた長方形の面積は、

　　5× (10＋ 4) ＝ 70（cm2）
　 部分の面積は、
　　3× 4＝ 12（cm2）
　したがって、底面積は、
　　70－ 12＝ 58（cm2）
　よって、求める体積は、
　　58× 6＝ 348（cm3）

ほかにも、下の図のように、2つの直方体に分

けて考えることもできるよ。

Ｅ

Ｄ

ＣＢ

Ａ

25cm

Ａ Ｆ Ｄ

Ｂ Ｅ Ｃ32cm

3cm

6cm

5cm

4cm
10cm

3cm3cm

6cm

5cm
3cm3cm

5cm

4cm

10cm

10cm4cm

図1 図2

あ
い
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答 え

分数と整数のかけ算とわり算3

　　⑴　5  ⑵　 12

　　⑶　15  ⑷　 3
20

　　⑸　 1
10   ⑹　 3

28

　　［式］ 49  × 3＝ 
4
3   ＝ 1

1
3  

　　［答え］ 43  L  1 13  L  

　　［式］ 56  × 9＝ 
15
2   ＝ 7

1
2  

　　［答え］152  kg  7
1
2  kg  

　　⑴　［式］ 67  ÷ 4＝ 
3
14

　　　　［答え］ 3
14  m

　　⑵　［式］ 3
14  ＋ 

3
28  ＝ 

9
28

　　　　　　  928  × 3＝ 
27
28

　　　　［答え］2728  m

1

2

3

4

　　⑴　 58  × 8＝ 
5×8

1

8
1

 ＝ 5

⑵　 1
14  × 7＝ 

1×7
1

1
2
4  ＝ 

1
2

⑶　 59  × 27＝ 
5×2

3

7
9
1

 ＝ 15

⑷　 34  ÷ 5＝ 
3
4×5  ＝ 

3
20

⑸　 7
10  ÷ 7＝ 

7
1

10×7
1

 ＝  110

⑹　 127  ÷ 16＝ 
1
3

2
7×1

4
6  ＝ 

3
28

考 え 方

1

2　3日間で飲む牛
ぎゅう
乳
にゅう
の量は、

　　1日の量（L）× 3
　で求められるので、

　　 49  × 3＝ 
4×3

1

9
3

 ＝ 43 (L)

3　9mの棒
ぼう
の重さは、

　　棒 1mの重さ（kg）× 9
　で求められるので、

　　 56  × 9＝ 
5×9

3

6
2

 ＝ 152 (kg)

4　⑴　正方形の 1辺の長さは、
　　まわりの長さ（m）÷ 4
　で求められるので、

　　 67  ÷ 4＝ 
6
3

7×4
2

 ＝  314（m）

⑵　作る正三角形の 1辺の長さは、⑴で求め

た正方形の 1辺の長さより  328  m長いので、

　　 3
14  ＋ 

3
28  ＝ 

6
28  ＋ 

3
28  ＝ 

9
28（m）

　正三角形は、辺が 3本あるから、まわりの
長さは、

　　 9
28  × 3＝ 

27
28（m）
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答 え

文字と式（1）4

1　⑴　x÷ 5  ⑵　x× 4＋ 230
2　⑴　7× x÷ 2
　　⑵　［式］7× 4÷ 2＝ 14
　　　　［答え］14cm2

3　⑴　う　 ⑵　あ　 ⑶　い
4　⑴　31　 ⑵　33 
5　⑴　10　 ⑵　243
6　⑴　250× x－ 200× 3＝ 150
　　⑵　3本
7　⑴　x× 26＋ 3　 ⑵　8

1　⑴　小麦粉の重さ（kg）÷ふくろの枚
まい
数
すう
（枚）

　だから　　x÷ 5
⑵　フルーツケーキ 4個の値

ね
段
だん
（円）

  ＋ チョコレートケーキ 1個の値段（円）
　だから　　x× 4＋ 230

2　⑴　三角形の面積を求める式は、
　　底辺（cm）×高さ（cm）÷ 2
　だから　　7× x÷ 2
⑵　⑴の式の xに 4をあてはめると、
　　7× 4÷ 2＝ 14（cm2）

3　あ～うそれぞれの場面を式で表します。
あ　つないだ棒

ぼう
の長さ（cm）

　＝ 20cmの棒 x本の長さ（cm）
  ＋ 120cmの棒の長さ（cm）
　だから　　20× x＋ 120
い　ひいた値

あたい
＝長方形の面積（cm2）

  － 120cm2の図形の面積（cm2）
　だから　　20× x－ 120
う　残った紙の枚数（枚）
　＝はじめにあった紙の枚数（枚）
  － x枚ずつ 20人で使うときの枚数（枚）
　だから　　120－ x× 20

4　⑴　23＋ x＝ 54  ⑵　x÷ 11＝ 3
　　　　x＝ 54－ 23  　　x＝ 3× 11
　　　　x＝ 31  　　x＝ 33

考 え 方

5　⑴　x－ 7をひとまとまりと考えます。
　　(x－ 7) × 4＝ 12
　　　　　 x－ 7＝ 12÷ 4
　　　　　 x－ 7＝ 3
　　　　　　　 x＝ 3＋ 7
　　　　　　　 x＝ 10
⑵　2× xをひとまとまりと考えます。
　　2× x÷ 9＝ 54
　　　　 2 × x＝ 54× 9
　　　　 2 × x＝ 486
　　　　　　 x＝ 486÷ 2
　　　　　　 x＝ 243

6　⑴　はじめにあったジュースの量（mL）
  － 3人で飲んだジュースの量（mL）
　　　＝残ったジュースの量（mL）
　だから、
　　250× x－ 200× 3＝ 150
⑵　250× xをひとまとまりと考えます。
　　250× x－ 200× 3＝ 150
　　　　 250 × x－ 600＝ 150
　　　　　　　  250 × x＝ 150＋ 600
　　　　　　　  250 × x＝ 750
　　　　　　　　　　　 x＝ 750÷ 250
　　　　　　　　　　　 x＝ 3（本）

7　⑴　わる数×商＋あまり＝わられる数
　だから　　x× 26＋ 3＝ 211
⑵　x× 26＋ 3＝ 211
　　　　 x× 26＝ 211－ 3
　　　　 x× 26＝ 208
　　　　　　　x＝ 208÷ 26
　　　　　　　x＝ 8

x×26＋3　のxに8をあてはめて、
211になることを確かめよう。
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文字と式（2）5

1　⑴　3－ x＝ y   ⑵　3× x＝ y
　　⑶　x÷ 3.14 ＝ y
　　⑷　x× 12＋ 120＝ y
　　⑸　50－ 6× x＝ y
2　⑴　90× x＋ 135＝ y
　　⑵　495
　　⑶　6
3　⑴　(12＋ x) × 10÷ 2＝ y
　　⑵　16cm

1　⑴　はじめにあった水の量（L）
  －すいとうに入れた水の量（L）
　　　＝残った水の量（L）
　だから　　3－ x＝ y

⑵　長方形の面積の公式にあてはめます。
　　縦

たて
の長さ（m）×横の長さ（m）

　＝長方形の面積（m2）
　だから　　3× x＝ y

⑶　円周の長さと直径の関係は、
　　円周（cm）÷ 3.14 ＝直径（cm）
　だから　　x÷ 3.14 ＝ y

⑷　クッキーの合計の重さ（g）
  ＋箱の重さ（g）
　＝全体の重さ（g）
　だから　　x× 12＋ 120＝ y

⑸　はじめにあったリンゴの数（個）
  －かごに盛

も
ったリンゴの数（個）

　＝残ったリンゴの数（個）
　だから　　50－ 6× x＝ y

考 え 方

2　⑴　鉛
えん
筆
ぴつ
の値

ね
段
だん
の合計（円）

  ＋ノート 1冊
さつ
の値段（円）

　　　＝合計の代金（円）
　だから　　90× x＋ 135＝ y

⑵　⑴の式の xに 4をあてはめると、
　　90× 4＋ 135＝ y
　　　 360＋ 135＝ y
　　　　　　　495＝ y

⑶　⑴の式の yに 675をあてはめると、
　　90× x＋ 135＝ 675
　　　　　 90× x＝ 675－ 135
　　　　　 90× x＝ 540
　　　　　　　　  x＝ 540÷ 90
　　　　　　　　  x＝ 6

3　⑴　台形の面積の公式にあ
てはめます。

　　（上底＋下底）×高さ÷ 2
　＝台形の面積
　だから、
　　 (12 ＋ x) × 10÷ 2＝ y

⑵　⑴の式の yに 140をあてはめると、
　　(12＋ x) × 10÷ 2＝ 140
　　　　 (12 ＋ x) × 10＝ 140× 2
　　　　 (12 ＋ x) × 10＝ 280
　　　　　　　　12＋ x＝ 280÷ 10
　　　　　　　　12＋ x＝ 28
　　　　　　　　　　   x＝ 28－ 12
　　　　　　　　　　   x＝ 16
　よって、下底は 16cmになります。

xcm

12cm

10cm
ycm2

y×3.14＝x　でもいいよ。
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答 え

分数のかけ算6

　　⑴　15  ⑵　 14

　　⑶　5521    2 
13
21    ⑷　

29
3    9 

2
3  

　　⑸　 72    3 
1
2    ⑹　 1

22

　　⑺　2728   ⑻　 1310    1 
3
10  

2　⑴　＞  ⑵　＜

　　⑴　 65    1 
1
5    ⑵　 10013    7 

9
13  

　　［式］540× 16  ＝ 90　［答え］90mL

　　［式］2 45  × 
5
8  ＝ 

7
4   ＝ 1 

3
4  

  ［答え］ 74  cm
2   1 34  cm

2  

　　［式］8 34  × 4.8 × 
1
4  ＝ 

21
2   ＝ 10 

1
2  

  ［答え］212  m
2   10 12  m

2  

1

3

4

5

6

　　⑶　1 29  × 2 
1
7  ＝ 

11
9  × 

15
7

　　　＝  11×1
5

5
9
3
×7  ＝ 5521

⑷　4× 2  512  ＝ 4× 
29
12  ＝ 

4
1

×29
1
3
2  ＝ 293

⑸　3×  712  × 2＝ 
3
1

×7×2
1

1
4
2
2

 ＝ 72

⑹　 18  × 
4
5  × 

5
11  ＝ 

1×4
1

×5
1

8
2
×5

1
×11  ＝ 

1
22

⑺　 27  × 2 
1
4  × 1 

1
2  ＝ 

2
7  × 

9
4  × 

3
2

　＝  2
1

×9×3
7×4×2

1

 ＝ 2728

⑻　0.5 × 2 35  ＝ 
5
10  × 

13
5  ＝ 

5
1

×13
10×5

1

 ＝ 1310

考 え 方

1

　　かける数と 1との大小を調べます。

⑴　1  1100  ＞ 1　だから、

　　 78  × 1 
1
100  ＞ 

7
8

⑵　 89  ＜ 1　だから、

　　 78  × 
8
9  ＜ 

7
8

　　⑴　 56  の分子と分母を入れかえて 
6
5

　　⑵　0.13 ＝  13100  だから、逆数は 
100
13

　　コップに入っているジュースの量は、

　　540× 16  ＝ 
5
90

40×1
6
1

 ＝ 90（mL）

　　平行四辺形の面積＝底辺×高さ より、

　　2 45  × 
5
8  ＝ 

14
5  × 

5
8  ＝

1
7

4×5
1

5
1
×8

4

　＝ 74 （cm2）

　　ぬり終わったかべの面積は、
　ペンキ1Lでぬれる面積×使ったペンキの量

　　ペンキ 1Lでぬれる面積は　8 34  m
2

　　使ったペンキの量は　4.8 × 14 （L）

　したがって、ぬり終わったかべの面積は、

　　8 34  × 4.8 × 
1
4   ＝ 

35
4  × 

48
10  × 

1
4

　＝  3
7

5×4
12

8×1
4
1
×1

2
0×4

1

3

 ＝ 212 （m2）

2

3

4

5

6
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分数のわり算7

　　⑴　 32    1 
1
2    ⑵　7

　　⑶　 7
20   ⑷　 143    4 

2
3  

　　⑸　 1
70   ⑹　 127    1 

5
7  

　　⑴　＞  ⑵　＜

　　［式］8 47  ÷ 
3
5  ＝ 

100
7   ＝ 14 

2
7  

　　［答え］1007  g   14 
2
7 g  

　　［式］5 13  × 4 
1
2  ÷ 2＝ 12

　　［答え］12cm2

　　⑴　15  ⑵　100

1

2

3

4

5

　　⑴　5÷ 3 13   ＝ 
5
1  ÷ 

10
3  ＝ 

5
1

×3
1×1

2
0  ＝ 

3
2

⑵　 12  ÷ 
1
6  ÷ 

3
7  ＝ 

1×6
3

×7
2
1
×1×3

1

1

 ＝ 7

⑶　1 14  ÷ 
5
7  × 

1
5 ＝ 

5
4  ÷ 

5
7  × 

1
5

　＝  5
1

×7×1
4×5

1
×5  ＝ 

7
20

⑷　1.2 × 2 13  ÷ 0.6 ＝ 
12
10  × 

7
3  ÷ 

6
10

　＝  1
2

2×7×1
1

0
1
1
0×3×6

1

 ＝ 143

⑸　 27  ÷ 18× 0.9 ＝ 
2
7  ÷ 

18
1  × 

9
10

　＝  2
1

×1×9
1

7×1
9
8×10
1

 ＝  170

⑹　8.4 ÷ 1 34  ÷ 2 
4
5  ＝ 

84
10  ÷ 

7
4  ÷ 

14
5

　＝  8
6

4×4
2

×5
1

1
2
0×7×1

1
4

1

 ＝ 127

考 え 方

1

　　わる数と 1との大小を調べます。

⑴　 35  ＜ 1　だから、

　　3 15  ÷ 
3
5  ＞ 3 

1
5

⑵　1.2 ＞ 1　だから、

　　3 15  ÷ 1.2 ＜ 3 
1
5

　　この針
はり
金
がね
の 1mあたりの重さは、

　　この針金の重さ（g）÷この針金の長さ（m）
　で求められます。

　　三角形の面積＝底辺×高さ÷ 2
　にあてはめます。

　　⑴　ある数を xとすると、

　　x× 0.2 ÷ 1 13  ＝ 2 
1
4

　　　　　 x× 0.2 ＝ 2 14  × 1 
1
3

　　　　　　　　 x＝ 2 14  × 1 
1
3  ÷ 0.2

　　　　　　　　　 ＝ 94  × 
4
3  ÷ 

2
10

　　　　　　　　　 ＝  9
3

×4
1

×1
5

0
4
1
×3

1
×2

1

 ＝ 15

⑵　ある数は 15だから、

　　15× 1 13  ÷ 0.2 ＝ 15× 
4
3  ÷ 

2
10

　＝  1
5

5×4
2

×10
1×3

1
×2

1

 ＝ 100

2

3

4

5
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分数のかけ算とわり算8

1　5

　　⑴　［式］720÷ 45  ＝ 900

　　　　［答え］900g

　　⑵　［式］1.2 ×   1 − 23   ＝ 
2
5

　　　　［答え］ 25  kg

　　［式］5250÷   1 ＋ 34   ＝ 3000

　　［答え］3000円

　　［式］600×   1 ＋ 35   ＝ 960

　　　　 960×   1 − 18   ＝ 840

　　［答え］840円

2

3

4

1　a× c＋ b× c＝ (a＋ b) × c　だから、

　　 34  × 1 
2
3  ＋ 2 

1
4  × 1 

2
3

　＝  34  ＋ 2 
1
4   × 1 

2
3

　＝ 3× 53  ＝ 5

2　⑴　もとにする量＝比べられる量÷割
わり
合
あい
　

だから、はじめにあったねんどの重さは、

　　720÷ 45  ＝ 720× 
5
4

　　　　　　  ＝  7
180

20×5
1×4

1

　　　　　　  ＝ 900（g）

考 え 方

⑵　はじめにあったねんどの重
さの割合を 1とすると、残っ
たねんどの重さの割合は、   

1 － 23

　　したがって、残ったねんどの重さは、

　　1.2 ×   1 － 23   ＝ 
12
10  × 

1
3

　＝  1
4

2×1
1
5
0×3

1

2

 ＝ 25 （kg）

3　仕入れ値
ね
の割合を 1

とすると定価の割合は

1＋  34  だから、仕入れ

値は、

　　5250÷   1 ＋ 34   ＝ 5250 ÷ 
7
4

　＝ 5250× 47

　＝  5
750

250×4
7
1

 ＝ 3000（円）

4　仕入れ値の割合を 1とす

ると利益の割合は 35  だから、

定価は、

　　600×   1 ＋ 35   ＝ 600 × 
8
5

　＝  6
120

00×8
5
1

 ＝ 960（円）

　　次に定価の割合を 1とす

ると、値引きの割合が  18  だ

から、この品物の売り値は、

　　960×   1 － 18   ＝ 960 × 
7
8

　＝  9
120

60×7
8
1

 ＝ 840（円）

はじめのねんどの重さをxgとおいて、

x× 45＝720　としてもいいね。

2
3
1

1.2kg
？ kg

3
41

定価5250円
？円

3
51

600円
定価？円

1
8

定価960円
売り値？円

1
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答 え

対
たい

称
しょう

な図形9

1　⑴　辺ＣＢ
　　⑵　角Ｅ
2　⑴　右の図 1
　　⑵　2本
3　ア、エ
4　

5　

ア

イ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｇ

Ｏ

Ｆ

1　点Ｏのまわりに 180°
回転させたときに重なり
合う辺や角を答えます。
⑴は、点ＧとＣ、点Ｆと
Ｂがそれぞれ対応してい
るので、辺ＢＣではなく
辺ＣＢと答えましょう。

2　⑴　点Ａと点Ｃが重なるように折ると、折
り目が点Ｂと点Ｆを通ります。

⑵　右の図のように 2本
あります。

考 え 方

3　図のように対称の軸
じく

がかき入れられます。

4　まずは、図形の各頂
ちょう
点
てん
から対称の軸アイ

に垂
すい
直
ちょく
な線を引きます。

　　次に、各頂点に対応する点を、対称の軸か
らの長さが等しくなるようにとり、それらを
つなぎます。

5　まず、図形の各頂点から対称の中心Ｏを通
る直線を引きます。

　　次に、各頂点に対応する点を、対称の中心
Ｏからの長さが等しくなるようにとり、それ
らをつなぎます。

Ｅ
Ｄ

Ｈ

Ｃ

Ｇ

Ｂ Ｆ

Ａ図1

Ｅ

Ｄ

Ｈ

Ｃ
Ｏ

Ｇ

Ｂ

Ｆ

Ａ

Ｅ
Ｄ

Ｈ

Ｃ

Ｇ

Ｂ Ｆ

Ａ

ア エ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｇ

Ｏ

Ｆ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｇ

Ｏ

Ｆ

ア

イ

ア

イ

二つに折ったらぴったりと重なる

図形は線対称な図形だね。

対称の軸からの長さは、ます目を

数えればわかるね。ます目がない

ときには、コンパスを使おう。
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対
たい

称
しょう

な図形の応用10

1　下の表

線対称
対称の
軸
じく
の数

点対称

（例）正五角形 ○ 5 ×

㋐二等辺三角形 ○ 1 ×

㋑正八角形 ○ 8 ○

㋒ひし形 ○ 2 ○

2　⑴　イ、ウ、エ、オ、カ
　　⑵　ア、ウ、オ
3　直線ＤＨ
4　ア、ウ

1　㋐～㋒の図形には、下の図のように対称の
軸や対称の中心があります。

2　⑴　右の図で、対称の
軸が①のとき、アと線対
称になる三角形はイ。対
称の軸が②のとき、ウ。
対称の軸が③のとき、エ。
対称の軸が④のとき、オ。
  対称の軸が⑤のとき、カ。

⑵　右の図で、対称の中心
が①のとき、カと点対
称になる三角形はア。対
称の中心が②のとき、ウ。
対称の中心が③のとき、オ。

考 え 方

3　図 2 の対称の軸に鏡 
を垂

すい
直
ちょく
に立てればよ

いです。右の図より、
直線ＤＨの上に鏡を垂
直に立てると図 2 のよ
うに見えます。

4　ア　正しいです。
　　下の図のような台形は線対称になります。

イ　まちがいです。
　　正三角形に限らず点対称な三角形はありま
せん。下の図で確かめましょう。

ウ　正しいです。
　　右の図のように対称の軸があり
ます。

エ　まちがいです。
　　線対称でない三角形には下の図のようなも
のがあります。

㋐二等辺三角形 ㋑正八角形 ㋒ひし形

ア

エ

①

②

③

④

⑤

イ カ

ウ オ

ア
イ

ウ
エ

①

②

③オ

カカカ

A

B

C

D
E

F

G

H

対称の軸対称の軸対称の軸

正三角形 二等辺三角形 直角三角形 三角形
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比11

1　⑴　3：2　⑵　4：3　⑶　2：5
　　⑷　2：3　⑸　18：25　⑹　16：45
2　⑴　8：7　⑵　2：1　⑶　3：1

　　⑴　比　10：3　比の値
あたい
  103    3 

1
3  

　　⑵　比　2：3　　比の値　 23

　　⑶　比　5：6　　比の値　 56
4　ア（の器）とエ（の器）

3

1　⑴　21：14＝(21÷7)：(14÷7)＝3：2
⑵　4.8：3.6＝(4.8×10)：(3.6×10)＝48：36
　＝ (48÷ 12)：(36 ÷ 12) ＝ 4：3
⑶　0.6：1.5＝(0.6×10)：(1.5×10)＝6：15
　＝ (6÷ 3)：(15 ÷ 3) ＝ 2：5

⑷　 12 ：
3
4  ＝ 

2
4 ：

3
4

　＝  24  × 4  ：
3
4  × 4   ＝ 2：3

⑸　2 25 ：3 
1
3  ＝ 

12
5 ：

10
3  ＝ 

36
15：

50
15

　＝  3615  × 15  ：
50
15  × 15  

　＝36：50＝(36÷2)：(50÷2)＝18：25

⑹　 45 ：2.25 ＝ 
4
5 ：

225
100

　＝  80100：
225
100  ＝ 80：225

　＝ (80÷ 5)：(225 ÷ 5) ＝ 16：45

2　⑴　2：1.75＝(2×100)：(1.75×100) 
＝ 200：175＝ (200÷ 25)：(175÷ 25)
　＝ 8：7
⑵　1L＝ 1000mLだから、求める比は、
　　1000：500
　＝（1000÷ 500）：（500÷ 500）
　＝ 2：1

考 え 方

⑶　単位を秒にそろえると、
　3分 45秒＝ 225秒　1分 15秒＝ 75秒
　だから、求める比は、
　225：75＝(225÷75)：(75÷75)＝3：1

3　⑴　時間の単位を分にそろえると、
　　2時間 30分＝ 150分
　だから、求める比は、
　150：45＝(150÷15)：(45÷15)＝10：3

　比の値は　10÷ 3＝ 103

⑵　消しゴム 1個の値
ね
段
だん
は

　160÷ 4＝ 40（円）、鉛
えん
筆
ぴつ
1 本の値段は

　180÷ 3＝ 60（円）だから、求める比は、
　40：60＝（40÷20）：（60÷20）＝2：3

　比の値は　2÷ 3＝ 23

⑶　円周の長さ＝直径× 3.14　で、直径に同
じ数をかけるから、円周の長さの比は直径の
比と同じになります。

　　 13 ：
2
5  ＝ 

5
15：

6
15

　＝  515  × 15  ：
6
15  × 15   ＝ 5：6

　比の値は　5÷ 6＝ 56

4　白の染
せん
料
りょう
と青の染料の比が等しい液が同

じ色になるから、ア～エの比の値を求めて考
えます。

ア　36÷ 48＝ 3648＝ 
3
4

イ　60÷ 72＝ 6072  ＝ 
5
6

ウ　32÷ 48＝ 3248  ＝ 
2
3

エ　39÷ 52＝ 3952  ＝ 
3
4

　　比の値が等しいのはアとエだから、同じ色
になったのはアの器とエの器です。

比の値が等し

ければ、比も

等しいね。
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比の応用12

　　⑴　2  ⑵　 1811    1 
7
11  

　　⑶　49  ⑷　2.7

　　［式］3× 56  ＝ 
5
2   ＝ 2 

1
2  

　　　　 3× 16  ＝ 
1
2

　　［答え］自転車； 52  km   2 
1
2  km  、

　　　　　 歩き； 12  km

3　20：9
4　⑴　2：3

　　⑵　［式］66×  211  ＝ 12

　　　　　　 66×  311  ＝ 18

　　　　　　 66×  611  ＝ 36

　　［答え］Ａ；12個、Ｂ；18個、Ｃ；36個

1

2

　　⑴　 16 ：3＝ x：36　⑵　11：9＝2：x

　　　　x＝ 16 × 12  x＝ 9×  211

　　　　x＝ 2　　　　　　　　 x＝ 1811

⑶　56：x＝ 8：7  　　 ⑷　x：1.8＝9：6

　　　　 x＝ 7× 7  x＝ 9× 0.3
　　　　 x＝ 49　　　　　　　 x＝ 2.7

2　家から公園までの道のりの割
わり
合
あい
を 1 とす

ると、自転車で移動した道のりの割合は 56  、

　歩いた道のりの割合は 16

考 え 方

1

×12

×12
2
11×

2
11×

×7

×7 ×0.3

×0.3

　　したがって、自転車で移動した道のりは、

　　3× 56  ＝ 
5
2 （km）

　歩いた道のりは、

　　3× 16  ＝ 
1
2 （km）

3　a：bと a：cでは aが共通だから、aを
6と 8の最小公倍数にそろえて考えます。

　　a：b＝6：5＝(6×4)：(5×4)＝24：20
　　a：c＝8：3＝(8×3)：(3×3)＝24：9
　したがって、a：b：c＝ 24：20：9　だから、
　　b：c＝ 20：9

4　⑴　Ａ、Ｂ、Ｃの箱に入っているビー玉
の個数をそれぞれ a個、b個、c個とします。 
a：cと b：cでは cが共通なので、3 と 2
の最小公倍数にそろえて考えます。

　　a：c＝1：3＝(1×2)：(3×2)＝2：6
　　b：c＝1：2＝(1×3)：(2×3)＝3：6
　したがって、a：b：c＝ 2：3：6　だから、
　　a：b＝ 2：3
⑵　a：b：c＝ 2：3：6　だから、全部のビー
玉の個数の割合を 1とすると、Ａの箱には
2
11、Ｂの箱には 

3
11、Ｃの箱には 

6
11  の割

合でビー玉が入っています。

　したがって、Ａ、Ｂ、Ｃの箱に入っている
ビー玉の個数はそれぞれ、

　　Ａ…66×  211  ＝ 12（個）

　　Ｂ…66×  311  ＝ 18（個）

　　Ｃ…66×  611  ＝ 36（個）

Ａ
66個

B

1

C

2
11

3
11

6
11

自転車で移動した道のりをxkmとして
5：6＝x：3　と考えてもいいね。
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円の面積13

1　［式］12÷2＝6　6×6×3.14＝113.04
　　［答え］113.04cm2

2　［式］20÷ 2＝ 10
  20×20×3.14－10×10×3.14＝942
　　［答え］942cm2

3　［式］9× 2× 3.14 ÷ 3＝ 18.84
　　　　 9×2＝18　18.84＋18＝36.84
　　［答え］36.84cm
4　［式］7× 3.14 ＝ 21.98
　　　　 7× 2× 3.14 ÷ 2＝ 21.98
　　　　 21.98 ＋ 21.98 ＝ 43.96
　　［答え］43.96cm
5　［式］6÷2＝3　3×3×3.14＝28.26
　　　　 6×6＝36　36－28.26＝7.74
　　［答え］7.74cm2

6　［式］4× 4× 3.14 ÷ 4＝ 12.56
　　　　 4×4÷2＝8　12.56－8＝4.56
　　［答え］4.56cm2

2　大きい円の面積から半円 2つの面積をひ
きます。

　

　半円 2つを合わせると円になるので、色
のついていない部分の面積は、直径 20cm
の円の面積に等しいです。
　大きい円の面積は、20× 20× 3.14
直径 20cmの円の面積は、10× 10× 3.14

3　おうぎ形のまわりの長さは、円周部分の長
さと、2つの半径の長さの和をたすと求めら
れます。
　　360 ÷ 120 ＝ 3　より、このおうぎ形を
3つ合わせると円になるので、円周部分の長
さは、
　　9× 2× 3.14 ÷ 3＝ 18.84（cm）
　　2つの半径の長さの和は、
　　9× 2＝ 18（cm）

考 え 方

＝ －

4　小さな半円の円周
部分 2 つを合わせ
ると円になるので、
の長さは、直径

7cmの円の円周の
長さに等しいです。

　　7× 3.14 ＝ 21.98（cm）
　大きな半円の円周部分 の長さは、
　　7× 2× 3.14 ÷ 2＝ 21.98（cm）
　したがって、この図形のまわりの長さは、
　　21.98 ＋ 21.98 ＝ 43.96（cm）

5　色のついた部分の面積は、
正方形の面積から、中心角
が 90°のおうぎ形 4 つ分
の面積をひけば求めること
ができます。中心角が 90°
のおうぎ形は 4つ集めると円になり、その
円の半径は、

　　6÷ 2＝ 3（cm）
　だから、色のついていない部分の面積は、
　　3× 3× 3.14 ＝ 28.26（cm2）
　正方形の面積は、
　　6× 6＝ 36（cm2）
　したがって、色のついた部分の面積は、
　　36－ 28.26 ＝ 7.74（cm2）

6　色のついた部分の面積は、

　で求められます。おうぎ形の面積は、
　　4× 4× 3.14 ÷ 4＝ 12.56（cm2）
　三角形の面積は、
　　4× 4÷ 2＝ 8（cm2）
　だから、色のついた部分の面積は、
　　12.56 － 8＝ 4.56（cm2）

＝ －
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資料の調べ方14

1　⑴　2組
　　⑵　中

ちゅう
央
おう
値
ち
；80.5点、最

さい
頻
ひん
値
ち
；84点

　　⑶　

2　⑴　33人
　　⑵　40（kg以上）45（kg未満）
　　⑶　24人
　　⑷　5（番目から）12（番目の間）

1組の記録
得点（点） 人数（人）
　  以上  以下
71～ 75 5
76 ～ 80 2
81 ～ 85 4
86 ～ 90 3
91 ～ 95 1
96 ～ 100 1

1　⑴　1組の記録の平均値は、
　　平均値＝合計÷個数より、
　(72 ＋ 75 ＋ 84 ＋ 88 ＋ 92 ＋ 75 ＋ 80
＋82＋88＋88＋84＋81＋76＋72
＋71＋96)÷16

　＝ 1304÷ 16＝ 81.5（点）
　　2組の記録の平均値は、
　(76 ＋ 77 ＋ 83 ＋ 93 ＋ 84 ＋ 98 ＋ 74
＋84＋76＋78＋79＋95＋84＋78
＋80＋81)÷16

　＝ 1320÷ 16＝ 82.5（点）
⑵　中央値は、データの数が 16で偶

ぐう
数
すう
だから、

真ん中にある 2つの値の平均値となり、
　　(80＋ 81) ÷ 2＝ 80.5（点）
　最頻値は、データの中で最も多く出てくる
値
あたい
だから、84点です。

考 え 方

⑶　問題にある表から、それぞれの階級の人数
を「正」の字を使って数えます。

2　⑴　それぞれの長方形の縦
たて
の長さが人数を

表すので、クラスの人数は、
　　2＋ 3＋ 6＋ 10＋ 8＋ 3＋ 1＝ 33（人）
⑵　グラフより、いちばん人数が多いのは
40kg以上 45kg未満の階級です。

⑶　グラフより、35kg以上 40kg未満の人数
は 6人、40kg以上 45kg未満の人数は 10
人、45kg以上 50kg未満の人数は 8人です。

　　したがって、35kg以上50kg未満の人数は、
　　　6＋ 10＋ 8＝ 24（人）
⑷　47kgは、45kg以上 50kg未満の階級に
入ります。下の図のように、体重の重いほ
うから順に番号をつけていきます。47kgは、
5番目から 12番目の間に入ることがわかり
ます。

1組の記録
得点（点） 人数（人）
　  以上  以下
71～ 75 5 佃

76 ～ 80 2 栂

81 ～ 85 4 槻

86 ～ 90 3 掴

91 ～ 95 1 鎚

96 ～ 100 1 鎚

0
25 30 35 40 45 50 55 60 （kg）

2

4

6

8

10

（人）
体重調べ

⑤
⑥
⑦

② ①
③
④

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
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場合の数15

1　4通り
2　6通り
3　12通り
4　6通り
5　5通り
6　9通り

1　千の位を「7」としたときの樹
じゅ
形
けい
図
ず
をかく

と、下の図のようになるので、千の位が「7」
のときの並

なら
び方は、6通りあります。

　そのうち、7300より大きい整数は、百の位
が 3と 4のときだから、全部で 4通りあり
ます。

2　たくみさんをた、ともきさんをと、なおや
さんをな、はじめさんをはとして、ともきさ
んが左から 2番目になるときの樹形図をか
くと、下の図のようになり、6通りあります。

3　8が 2つあることに注意して 3けたの整
数の樹形図をかくと、右上の図のようになり
ます。

考 え 方

千の位 百の位 十の位 一の位

7

2
2 3
3

2
2
4

4

4
4

4

2

3

3
3

1番目 2番目 3番目 4番目

た と
な は

は な

は と
た な

な た

な と
た は

は た

　　したがって、3けたの整数は、全部で、
　　　3＋ 3＋ 6＝ 12（通り）

4　選ぶ 2種類に〇をつけると、下の図のよ
うになります。

　　したがって、全部で 6通りあります。

5　4のカードが 6枚
まい
、7のカードが 4枚あ

るから、選び方は、下の表のようになります。

　　上の表より、全部で 5通りあります。

6　3を 1回使う場合は、
　　　3＋ 2＋ 2＋ 2＋ 2＝ 11
　　　2＋ 3＋ 2＋ 2＋ 2＝ 11
　　　2＋ 2＋ 3＋ 2＋ 2＝ 11
　　　2＋ 2＋ 2＋ 3＋ 2＝ 11
　　　2＋ 2＋ 2＋ 2＋ 3＝ 11の 5通り。
　　3を 3回使う場合は、
　　　3＋ 3＋ 3＋ 2＝ 11
　　　3＋ 3＋ 2＋ 3＝ 11
　　　3＋ 2＋ 3＋ 3＝ 11
　　　2＋ 3＋ 3＋ 3＝ 11の 4通り。
　　だから、全部で、5＋ 4＝ 9（通り）

百の位 十の位 一の位

8

1

5

8

5
8
1
8
1
5

百の位 十の位 一の位

1
5

8

8
5
8

5
1

8

8
1
8

赤 〇 〇 〇
青 〇 〇 〇
黒 〇 〇 〇
白 〇 〇 〇

4の枚数 7の枚数
5 0
4 1
3 2
2 3
1 4
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算
　
数

答 え
32ページ

体積16

1　⑴　［式］7× 4× 10＝ 280
　　　　［答え］280cm3

　　⑵　［式］12÷ 2＝ 6 
  6 × 6× 3.14 × 10＝ 1130.4
　　　　［答え］1130.4m3

　　⑶　［式］5× 4÷ 2× 6＝ 60
　　　　［答え］60cm3

　　⑷　［式］(3.5＋6.5)×4.5÷2×5
　　　　　 ＝ 112.5
　　　　［答え］112.5cm3

2　［式］20× 20× 3.14 ＝ 1256
　　　　 20× 20÷ 2＝ 200
　　　　 1256 － 200＝ 1056
　　　　 1056 × 9＝ 9504
　　［答え］9504cm3

3　［式］(3＋ 5) × 4÷ 2× 2＝ 32
　　［答え］32cm3

1　⑴　角柱の体積＝底面積×高さ　だから、
　　7× 4× 10＝ 280（cm3）

⑵　底面の円の半径は　12÷ 2＝ 6（m）
　円柱の体積＝底面積×高さ　だから、
　　6× 6× 3.14 × 10＝ 1130.4（m3）

⑶　角柱の体積＝底面積×高さ　だから、
　　5× 4÷ 2× 6＝ 60（cm3）

⑷　角柱の体積＝底面積×高さ　だから、
　　(3.5＋6.5)×4.5÷2×5＝112.5（cm3）

考 え 方

底面積 高さ

底面積 高さ

底面積 高さ

底面積 高さ

2　底面の円の面積は、
　　20× 20× 3.14 ＝ 1256（cm2）
　　切りぬく四角柱の底面
は対角線がともに20cm
のひし形だから、その面
積は、

　　20× 20÷ 2
　＝ 200（cm2）
　よって、残った立体の底面の面積は、
　　1256－ 200＝ 1056（cm2）
　体積は、
　　1056× 9＝ 9504（cm3）

3　この展
てん
開
かい
図
ず
を組み立てると、下の図のよう

に、底面が台形の四角柱になります。

　四角柱の体積＝底面積×高さ　だから、求め
る体積は、

　　(3＋ 5) × 4÷ 2× 2＝ 32（cm3）

底面積 高さ

20cm

20cm

2cm

3cm

4cm

5cm

角柱の体積は、底面がどんな形の図形でも

 底面積×高さ で求められるね。

円柱の体積から四角柱の体積をひいてもいいね。

円柱の体積　20×20×3.14×9＝11304(cm3)
角柱の体積　20×20÷2×9＝1800(cm3)
求める体積　11304－1800＝9504(cm3)



理
　
科
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答 え

1　ウ
2　⑴　ア
　　⑵　イ
3　⑴　酸

さん
素
そ

　　⑵　イ
4　⑴　①
　　⑵　二

に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
が増える。

1　空気は、約 80%のちっ素
そ
、約 20%の酸素、

わずかな二酸化炭素やその他の気体が混ざっ
てできています。

2　⑴　ものが燃えるためには、酸素が必要で
す。①はすき間がないので、空気が入れかわ
らず、びんの中の酸素が減っていき、やがて
火は消えてしまいます。
　あたためられた空気は上へ動くため、①の
ふたをとると、次の図のように空気が入れか
わり、ろうそくの火は燃え続けます。

考 え 方

空気の成分

二酸化炭素など
　　　その他の気体

酸素

ちっ素

空気の動き

⑵　びんの上と下にすき間がある場合、空気は
次の図のように動きます。

3　⑴　酸素を発生させるときは、少量の二
に
酸
さん

化
か
マンガンのつぶにうすい過

か
酸
さん
化
か
水
すい
素
そ
水
すい
（オ

キシドール）を注ぎます。
　問題の図 1 のように、水の中で気体を集
めると、気体がどれくらい集まったかがわか
りやすくなり、また、ほかの気体が混ざりに
くくなります。酸素のように水にとけにくい
気体は、水の中で集めるとよいでしょう。

⑵　酸素がたくさんあるほど、ものがよく燃え
ます。酸素の入ったびんの中と比べ、空気中
でものが激

はげ
しく燃えないのは、空気の中の酸

素の割合が 20%ほどで、ほかにいろいろな
気体が混ざっているからです。

4　びんの中に火のついたろうそくを入れて燃
やし続けると、びんの中の酸素が減り、やが
て火が消えます。火が消えたあとのびんの中
は二酸化炭素が増えているので、①のびんの
石
せっ
灰
かい
水
すい
が白くにごります。

空気の動き

酸素の入ったびんに
火のついたろうそくを
入れると……。

ろうそくの火は、
激しく燃える。

酸素

ものの燃え方と空気1
34ページ

びんの口がせまいと、空気が入

れかわりにくくなるので、火が

消えてしまうこともあるよ。

この実験でびんの中に水を入れているのは、

ろうそくが激しく燃えたときに生じる火玉が

びんの底に落ちたときに、びんが割
わ

れるのを

防ぐためだよ。
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理
　
科

答 え

1　⑴　はいた息
　　⑵　はく息
2　⑴　① ウ　　② ア
　　⑵　イ
　　⑶　い
3　⑴　①  食

しょく
道
どう
　　② 胃

い

　　　　③  小
しょう
腸
ちょう
　　④ 大

だい
腸
ちょう

　　⑵　消
しょう
化
か

　　⑶　③
4　⑴　①
　　⑵�　①、②のどちらも青むらさき色に

なる。

1　周りの空気よりも、はいた息のほうが石
せっ
灰
かい

水
すい
をより白くにごらせるため、吸

す
う息（周り

の空気）よりもはく息のほうが、二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ

が多くふくまれていることがわかります。し
かし、はく息がすべて二酸化炭素というわけ
ではありません。

2　肺
はい
では、人が呼

こ
吸
きゅう
をするときに二酸化炭

素と酸
さん
素
そ
が交

こう
換
かん
されます。次の図のように、

吸った空気は肺まで流れ、肺で酸素と二酸化
炭素を交換し、二酸化炭素を多くふくむ息を
はき出します。肺の中にある血

けっ
管
かん
で、酸素が

血液にとり入れられ、血液から二酸化炭素が
出されています。

考 え 方

空気

気管
き かん

肺

　心
しん
臓
ぞう
が縮
ちぢ
んだりふくらんだりして動くこと

によって、血液がからだじゅうに流れます。
血液が流れることによって、酸素や二酸化炭
素、養分などが運ばれます。からだのいろい
ろな部分の血管で、からだに必要な酸素や養
分と、いらなくなった二酸化炭素などの交換
が行われます。血液が肺を通ると、血液中の
二酸化炭素の割

わり
合
あい
が減り、酸素の割合が増え

ます。

3　食べ物は、口→食道→胃→小腸→大腸→こ
う門の順に通ります。口、胃、小腸でそれぞ
れ出ているだ液、胃

い
液
えき
、腸
ちょう
液
えき
という消

しょう
化
か
液
えき

で食べ物を消化します。消化された食べ物の
養分はおもに小腸で吸

きゅう
収
しゅう
され、血液中にと

りこまれます。

4　⑴　ごはんにはでんぷんがふくまれていま
す。②では、だ液がでんぷんを消化し、でん
ぷんとは別のものにかわったため、ヨウ素

そ
液
えき

を加えても色は変化しません。
⑵　⑴で 40℃ぐらいの湯を使ったのは、体温
に近い温度にすることによって、からだの中
と同じような条件で実験するためです。だ液
は体温に近い温度でないとほとんどはたらき
ません。だ液だけでなく、ほかの消化液も体
温と同じぐらいの温度のときによくはたらき
ます。

頭や手など

肺

足など

小腸

心臓

酸素の多い血液
酸素の少ない血液

拡大すると
かくだい

二酸化
炭素

酸素や
養分

からだの
いろいろな部分

血管

血液

じん臓

かん臓

からだのつくりとはたらき2
36ページ



理
　
科
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答 え

1　⑴　ア
　　⑵　イ
　　⑶　日光
2　⑴　エ
　　⑵　イ
3　⑴　葉
　　⑵　蒸

じょう
散
さん

1　⑴　夜のうちにアルミニウムはくで葉をお
おうのは、次の日に葉に日光を当てないため
です。明るくなってからこの手順をしていて
は、葉に日光が当たってしまい、アルミニウ
ムはくでおおわずに日光を当てた葉と区別が
できなくなってしまいます。
⑵　日光に当てた葉にはでんぷんがあるため、
ヨウ素

そ
液
えき
を加えると青むらさき色になります。

日光を当てなかった葉にはでんぷんがないた
め、ヨウ素液を加えても色は変化しません。

⑶　日光を当てた葉だけにでんぷんがあったの
で、でんぷんを作るには日光が必要だという
ことがわかります。
　でんぷんは植物の成長に必要です。5年生
のときに、日光を当てないと植物が成長しな
いことを学習しましたが、これは、葉に日光
を当てないと、でんぷんが作られないからで
す。

考 え 方

2　⑴　根からとり入れられた水は、くきにあ
る水の通り道を通って、葉まで送られます。

⑵　この実験では、根からとり入れられた色水
の通った所が赤くなります。くきを切ると、
次の図のように色がついています。

3　⑴　この実験は、葉のついたものとついて
いないものを比べています。葉のついたホウ
センカにかぶせたふくろのほうが、内側がく
もっていることから、おもに葉から水が出て
いることがわかります。

⑵　ふくろの内側をくもらせている水は、根か
らとり入れられて、くきを通って葉まで送ら
れたあと、葉から出されたものです。この水
は、葉から出るときは水

すい
蒸
じょう
気
き
になっていま

す。水蒸気は気体なので、目には見えません。
ふくろの内側についている水てきは、この水
蒸気が水にかわったものです。
　植物は蒸散をして水を外に出すと、その分、
水が根から吸

す
い上

あ
げられます。

水

葉

くき

根

赤くなっている。

縦に切ると……
たて

横に切ると……

植物のつくりとはたらき3
38ページ

インゲンマメの種子の

発
はつ

芽
が

にも、でんぷんが

必要だったね。

この実験のように、色水

を使うと、水の通り道が

観察しやすくなるね。
エチルアルコールで葉の色を

ぬくのは、ヨウ素液を加えた

ことによる色の変化をわかり

やすくするためだよ。
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社
　
会

答 え

1　⑴　イ
　　⑵　ウ
　　⑶　①　イ　　②　ウ　　③　オ
　　⑷　非

ひ
核
かく
三
さん
原
げん
則
そく

　　⑸　税金を納
おさ
める義務（納

のう
税
ぜい
の義務）

2　⑴　三
さん
権
けん
分
ぶん
立
りつ

　　⑵　ア
　　⑶　①　ウ　　②　イ
　　⑷　例）�裁

さい
判
ばん
でのまちがいを防ぎ、人

じん

権
けん
を守るため。

　　⑸　Ａ　カ　　Ｂ　ア　　Ｃ　エ
《採点の仕方》
2　�⑷　「まちがいをふせぐ」「まちがいが
ないようにする」ということが書けて
いれば正解です。

1　⑴　アは第二次世界大戦中、広
ひろ
島
しま
に原
げん
子
し
爆
ばく

弾
だん
が投下された日です。ウは日本国憲

けん
法
ぽう
が施

し

行
こう
された日です。

⑵　国民が国
こく
民
みん
投
とう
票
ひょう
によって決めることがで

きるのは、法
ほう
律
りつ
の改正ではなく、憲法の改正

です。法律の改正は、憲法上、「国の唯
ゆい
一
いつ
の

立法機関」と位置づけられている国会のみの
仕事ですが、憲法改正の際には、主権者であ
る国民の意見を反

はん
映
えい
させるため、国民投票が

行われます。
⑶　①は学問の自由、②は職業を選ぶ自由、③
は政治に参加する権利と関係が深い内容で、
いずれも日本国憲法に定められている基

き
本
ほん
的
てき

人
じん
権
けん
です。

⑷　非核三原則は日本国憲法に明文化されてい
るわけではありませんが、政府や国会が宣

せん
言
げん

したもので、日本国の基本方
ほう
針
しん
とされていま

す。
⑸　税金は国や地方公共団体が事業を行うため
に必要で、国民には税金を納める義務があり
ます。

考 え 方

2　⑴　1つの機関に国の権力が集中すると、
国民の自由や権利がおびやかされる可能性が
あるため、三権分立を取り入れて権力を分散
させています。

⑵　内
ない
閣
かく
総
そう
理
り
大
だい
臣
じん
は、選挙で選ばれた国会議員

の中から、国会で選ばれます。市
し
区
く
町
ちょう
村
そん
議
ぎ

会
かい
の議員や首

しゅ
長
ちょう
（都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
知
ち
事
じ
や市

し
区
く
町
ちょう
村
そん

長
ちょう
）は、すべて選挙によって選ばれます。

⑶　① 防
ぼう
衛
えい
省が管理する自

じ
衛
えい
隊
たい
は、国の平和

と独立を守ることをおもな目的として置かれ
ており、災害の際には救助活動を行います。

	 ② 財
ざい
務
む
省は、国民の生活を安定・向上させ

るために必要なお金を集めて、その使いみち
を計画したり、税金のしくみについて国会で
議
ぎ
論
ろん
するための案を作成したりしています。

⑷　裁判を慎
しん
重
ちょう
に、まちがいのないように行

い、人権を守るために、1つの事件について
3回まで裁判を受けることができる制度（三

さん

審
しん
制
せい
）があります。

⑸　Ａ　最
さい
高
こう
裁
さい
判
ばん
所
しょ
の長官を指名したり、裁判

官を任命したりするのは、内閣です。
	 Ｂ　衆議院の解散を決めるのは、内閣です。
	 Ｃ　法律が憲法に違

い
反
はん
していないか審

しん
査
さ
する

のは、裁判所です。

日本国憲
けん

法
ぽう

と政治1

自衛隊は、紛
ふん

争
そう

地
ち

域
いき

の治安維
い

持
じ

などを行

う国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

の平
へい

和
わ

維
い

持
じ

活
かつ

動
どう

（Ｐ
ピー

Ｋ
ケー

Ｏ
オー

）に

参加するため、海外に派
は

遣
けん

されることもあ

るね。

40ページ
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答 え

1　⑴　Ｂ
　　⑵　ア
　　⑶　弥

やよい
生時代

　　⑷　竪
たて
穴
あな
住
じゅう
居
きょ

　　⑸　卑
ひ
弥
み
呼
こ

　　⑹　ウ
　　⑺　ア
　　⑻　Ａ　イ　　Ｂ　ウ　　Ｃ　ア

1　⑵　三
さん
内
ない
丸
まる
山
やま
遺
い
跡
せき
は青

あお
森
もり
県のアにあり、

縄
じょう
文
もん
時代の大きな集落の跡

あと
があることで知

られています。なお、静
しず
岡
おか
県のイにあるのは

登
と
呂
ろ
遺
い
跡
せき
、佐

さ
賀
が
県のウにあるのは吉

よし
野
の
ヶ
が
里
り
遺
い

跡
せき
で、ともに弥生時代のおもな遺跡です。

⑶　問題の絵は、米づくりに用いられた石
いし
包
ぼう

丁
ちょう
とよばれる弥生時代の石器です。秋にな

ると、人々は石包丁で、稲
いね
の穂

ほ
を 1 本ずつ

ていねいにつみとりました。
⑷　縄文時代や弥生時代の人々は、竪穴住居で
生活していたと考えられています。竪穴住居
の床
ゆか
の中央には火をたく炉

ろ
が設
もう
けられ、暖

だん
を

とったり土器を使ってにたきを行ったりしま
した。1つの竪穴住居には、だいたい 4～ 5
人ほどの 1つの家族が住んでいたと考えら
れています。
⑸　3世紀前半、女王卑弥呼が邪

や
馬
ま
台
たい
国
こく
を治め

ていました。「魏
ぎ
志
し
」倭

わ
人
じん
伝
でん
という中国の歴

史書には、邪馬台国が 30あまりのくにぐに
をまとめていたと書かれています。

⑹　古
こ
墳
ふん
にはさまざまな形があります。アは円

えん

墳
ぷん
、イは方

ほう
墳
ふん
、ウは前

ぜん
方
ぽう
後
こう
円
えん
墳
ふん
です。古墳の

中でも、前方後円墳には大きなものが多く見
られ、堺

さかい
市（大

おお
阪
さか
府
ふ
）にある大

だい
仙
せん
古
こ
墳
ふん
（仁

にん

徳
とく
天
てん
皇
のう
陵
りょう
古
こ
墳
ふん
）は、代表的な前方後円墳です。

考 え 方

⑺　古墳は、豪
ごう
族
ぞく
や王の墓としてつくられたの

で、イは誤
あやま
りです。古墳をつくるためには、

多くの人手や費用が必要であるため、古墳に
ほうむられている豪族や王は、強い権力や富
をもっていたと考えられます。大きな古墳は
近
きん
畿
き
地方に多く見られるので、ウは誤りです。

江
え
田
た
船
ふな
山
やま
古
こ
墳
ふん
（熊

くま
本
もと
県）や稲

いなり
荷山

やま
古
こ
墳
ふん
（埼
さい
玉
たま

県）から刀や剣
つるぎ
が出土しているので、エは

誤りです。

⑻　Ａ　米づくりは、2300 年以上前に中国
や朝

ちょう
鮮
せん
半島から九州北部に伝えられました。

弥生時代には、米づくりが広まり、共同作業
のためにむらが各地でつくられました。

　Ｂ　古墳がつくられた古墳時代には、大
やまと
和地

ち

方
ほう
（奈

な
良
ら
県）でつくられた大

やま と
和 朝

ちょう
廷
てい
（大

やま と
和

政
せい
権
けん
）が、九州地方から東

とう
北
ほく
地方南部までの

各地の豪族たちを従
したが
えていきました。

　Ｃ　縄文時代の人々は、狩
か
りや漁、採集で食

料を得ていました。狩りや漁の道具は、動物
の骨や石を材料にしてつくられました。

大阪府

奈良県

岡山県

福岡県

大仙古墳

おかやま

ふくおか

20
120m以上の大きな
前方後円墳の数

1 1

1

1

1

2

2
2

2

2

2
2

2

3

4

4

5
7

11

5

13

40

31

な　ら

おおさか

だいせん こ ふん

前方後円墳の分布

縄
じょう

文
もん

～古
こ

墳
ふん

時代2
42ページ

邪馬台国の位置は今でもわかっていない

んだ。近
きん

畿
き

地方にあったという説と、九州

地方にあったという説が有力だよ。

計算上では、大仙古墳をつくるために、

680万人以上の人手と、15年以上の月日

が必要だったといわれているんだ。
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社
　
会

答 え

1　⑴　①　Ａ  聖
しょう
徳
とく
太
たい
子
し
（厩
うまや
戸
どの
王
おう
）

　　　　　　Ｂ  中
なかの
大
おお
兄
えの
皇
おう
子
じ

　　　　②　ア
　　⑵　①　聖

しょう
武
む
天
てん
皇
のう
　　②　行

ぎょう
基
き

　　⑶　ウ
　　⑷　Ａ　唐

とう
　　Ｂ　9

　　⑸　Ａ　イ　　Ｂ　ア　　Ｃ　ウ

1　⑴　② 大
たい
化
か
の改

かい
新
しん
では、それまで豪

ごう
族
ぞく
が

支配していた土地や人々も、すべて国家のも
のとされました。そのほかに、戸

こ
籍
せき
をもとに

人々にさまざまな税を納
おさ
めさせるしくみなど

が定められました。

⑵　① 聖武天皇は、仏教の力で国を安定させ
ようと、各地に国

こく
分
ぶん
寺
じ
を建てさせました。ま

た、国が安定することを願って、大きな大仏
をつくることを命じました。この大仏は、全
国の国分寺の中心として建てさせた東

とう
大
だい
寺
じ
に

置かれました。

　② 行基は、仏教の教えを説きながら、各地
にため池や橋をつくり、人々にしたわれてい
た僧
そう
です。大仏づくりのため、行基は弟子た

ちとともに多くの人手や物資を集めました。
⑶　平安時代の 894 年に、遣

けん
唐
とう
使
し
が停止され

ました。その後も交流はありましたが、この
時代には、それまでに伝わった中国などの大
陸の文化のえいきょうを受けながらも、日本

考 え 方

国家
ご
う
ぞ
く

豪
族
豪
族
ご
う
ぞ
く

土地土地土地人人人

新しい支配のしくみ

の風土や生活にあった日本風の文化が育ちま
した。この文化を国

こく
風
ふう
文
ぶん
化
か
といいます。また、

平安時代の文化は貴
き
族
ぞく
を中心につくられまし

た。現在に伝わるひな祭りや七夕などは、貴
族が行う年中行事でした。絵画では、日本の
風景や貴族の生活を題材にした大

やまと
和絵

え
がえが

かれました。漢字をもとにかな文字がつくら
れたことで、日本古来の言葉や日本人の感情
をより自由に表現できるようになり、文学が
発達しました。「 枕

まくらの
草
そう
子
し
」は清

せい
少
しょう
納
な
言
ごん
の書

いた随
ずい
筆
ひつ
、「源

げん
氏
じ
物
もの
語
がたり
」は 紫

むらさき
式
しき
部
ぶ
の書いた

小説ですので、ウは誤
あやま
りです。

⑷　隋
ずい
や唐は、広大な領土を支配するため、律

りつ

令
りょう
（当時の法律）を整え、戸籍をつくり、人々

から税を納めさせました。また、地方に役人
を派

は
遣
けん
し、領土全体に命令や律令がいきわた

るようにしました。日本の朝
ちょう
廷
てい
は、遣

けん
隋
ずい
使
し

や遣
けん
唐
とう
使
し
を派遣して進んだ政治のしくみなど

を学び、国づくりに取り入れました。

⑸　Ａ　平
へい
城
じょう
京
きょう
に都が置かれていた時代を奈

良時代といいます。平城京は、中国（唐）の
都長
ちょう
安
あん
を手本にしてつくられました。

　Ｂ　この改
かい
革
かく
は 645 年に始まった大化の改

新です。大化の改新は、飛鳥時代に中大兄皇
子らによって行われました。

　Ｃ　藤
ふじ
原
わら
氏
し
は、一族のむすめを天皇や皇

こう
太
たい
子
し

のきさきにして、天皇家と親
しん
戚
せき
関
かん
係
けい
を築

きず
いて

いき、朝廷の政治を動かしました。

7世紀後半の唐の領土

唐

日本黄河

長江

こう が

ちょうこう

長安
ちょうあん

長安
ちょうあん 新羅

しらぎしらぎ

新羅

飛
あ す か

鳥～平
へい

安
あん

時代3

聖武天皇の時代は、都で伝
でん

染
せん

病
びょう

が広まっ

たり、地方ではききんが続いたりして、社

会が不安定になっていたんだ。

44ページ
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テ
ス
ト

答 え

　　⑴　1211    1
1
11  　⑵　

3
14　⑶　

1
16

　　⑷　6　　　　　  ⑸　 7
24

2　⑴　辺 ED
　　⑵　角 E
　　⑶　（例）右の図

3　⑴　170× x＋ 70＝ y
　　⑵　1090  ⑶　9

　　⑴　［式］ 49  ÷ 
2
15  ＝ 

10
3

　　　　［答え］103    3
1
3   kg

　　⑵　［式］720÷ 1 35  ＝ 450

　　　　［答え］450円

　　⑶　［式］3 59  × 2
1
8  ÷ 2＝ 

34
9

　　　　［答え］349    3
7
9   cm

2

1

A

B

F
ア

イ
C

E

D

4

　　⑴　 4
11  × 3＝ 

4×3
11  ＝ 

12
11

⑵　帯分数は仮分数になおしてから計算します。

　　2 17  ÷ 10＝ 
15
7  ÷ 10＝ 

1
3

5
7×1

2
0  ＝ 

3
14

⑶　 38  × 
1
6  ＝ 

3
1

×1
8×6

2

 ＝  116

⑷　 95  ÷ 
3
10  ＝ 

9
5  × 

10
3  ＝ 

9
3

×1
2

0
5
1
×3

1

 ＝ 6

⑸　 38  ÷ 1
2
7  ＝ 

3
8  ÷ 

9
7  ＝ 

3
8  × 

7
9

　　　　　　  ＝  3
1

×7
8×9

3

 ＝  724
2　⑴　直線 ADを折り目にして 2つに折っ
たとき、辺CDと重なる辺は、辺 EDです。

⑵　180°回転させたとき、角Bと重なる角は
角 Eです。

考 え 方

1

⑶　点
てん
対
たい
称
しょう
な図形とみたとき、点 Aと点 D、

点 Bと点 Eが対応するので、直線 ADと直
線BEの交わった点が対称の中心となります。
点アと対称の中心を通る直線を引き、辺BC
と交わった点が点イになります。

　点 Cと点 F も対応す
るので、右の図のよう
な直線 AD と直線 CF
の交わった点を対称の
中心としてもよいです。
3　⑴　代金＝ノート 1冊

さつ
の値

ね
段
だん
×冊数   

＋消しゴム 1個の値段だから、   
170 × x＋ 70＝ yです。
⑵　⑴の式の xに 6をあてはめます。
　　170× 6＋ 70＝ 1090
⑶　⑴の式の xに 7、8、…をあてはめて、y
の値
あたい
が 1600になる xの値をみつけます。

　xが 7のとき、yの値は
　　170× 7＋ 70＝ 1260
　xが 8のとき、yの値は
　　170× 8＋ 70＝ 1430
　xが 9のとき、yの値は
　　170× 9＋ 70＝ 1600
　なので、yが 1600のときの xの値は 9です。
4　⑴　板 1m2の重さ＝板全体の重さ   
÷板の面積で求められるので、

　　 49  ÷ 
2
15  ＝ 

4
9  × 

15
2  ＝ 

4
2

×1
5

5
9
3
×2

1

 ＝ 103  （kg）

⑵　布 1mの値段＝布全体の値段÷布の長さ   
で求められるので、

　　720÷ 1 35  ＝ 720÷ 
8
5  ＝ 

720
1  × 

5
8  

　　　　　　　 ＝  7
90

20×5
1×8

1

 ＝ 450（円）

⑶　三角形の面積＝底辺×高さ÷ 2より、底

辺が 3 59  cm、高さが 2
1
8  cmだから、

　　3 59  × 2
1
8  ÷ 2＝ 

32
9  × 

17
8  × 

1
2

　＝  3
4

2×17×1
9×8

1
×2

1

2

 ＝ 349 （cm2）

A

B

F
ア

イ
C

E

D

テスト夏休み算数
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テ
ス
ト

答 え

1　⑴　イ
　　⑵　右図
　　�※空気が下から上に流れて
いることがわかる矢印（→）
がかけていれば正解です。

　　�（矢印がつながっていても
正解）

2　⑴　（例）白くにごった。
　　�※白くにごることが書けていれば正解
です。

　　⑵　二酸化炭素
　　⑶　気体検知管
　　⑷　① ちっ素　　② 酸素
3　⑴　① キ　　② ア　　③ エ
　　　　④ カ　　⑤ ウ
　　⑵　消

しょう
化
か
管
かん

4　⑴　A、B、C
　　⑵　ヨウ素液
5　⑴　ア
　　⑵　二酸化炭素

1　⑴　びんが大きいほうが、空気（酸素）の
量が多いため、ろうそくは長く燃え続けます。
よって、答えはイです。

⑵　ろうそくの火によってあたためられた空気
は、びんの上部から外に出ていきます。そし
て、下から新しい空気が入ってくるため、ろ
うそくの火は燃え続けます。

2　⑴⑵　ものが燃えるときは、空気中の酸素
が使われ、二酸化炭素が増えます。ろうそく
の火が消えた後、石

せっ
灰
かい
水
すい
が入ったびんをふる

と、石灰水が白くにごります。このことから、
二酸化炭素が増えたことが確

かく
認
にん
できます。

⑶　空気中にふくまれる気体の割
わり
合
あい
は、気体検

知管を使って調べることができます。
⑷　空気は、約 78％のちっ素、約 21％の酸素、
わずかに二酸化炭素やその他の気体が混ざっ
てできています。酸素の割合は、ろうそくが
燃える前に比べ、燃えた後は減ります。二酸

考 え 方

化炭素の割合はろうそくが燃えた後に増えま
す。よって、①はちっ素、②は酸素です。

3　下の図は、人の消化管を表したものです。

　　口から入った食べ物は、食道→胃→小腸→
大腸→こう門の順に通ります。この食べ物の
通り道のことを、消化管といいます。

4　ヨウ素液は黄かっ色の液体ですが、でんぷ
んと反応して青むらさき色に変わります。そ
のため、でんぷんがあるかどうか調べるとき
に使います。40℃にあたためられたでんぷ
んに、だ液を加えると、でんぷんは別のもの
に変化します。そのため、Ｄにヨウ素液を入
れても青むらさき色には変化しません。

5　⑴　水が水
すい
蒸
じょう
気
き
となり、植物の体から出

ていくことを蒸
じょう
散
さん
といいます。蒸散は、お

もに葉で行われます。葉の裏
うら
には、気

き
こうと

いう水蒸気が出ていく小さな穴
あな
がたくさんあ

ります。
⑵　緑色の葉に日光が当たっている昼間は、空
気中から酸素よりも二酸化炭素を多く取り入
れています。また、植物の葉に日光が当たる
ことで、でんぷんがつくられます。

口

食道

大腸 胃

小腸

しょくどう

だいちょう

しょうちょう

い

もん

こう門

テスト夏休み理科
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テ
ス
ト

答 え

1　⑴　① ア　　② ウ　　③ イ
　　⑵　①→②→③　　⑶　イ
　　⑷　イ、ウ、エ
2　⑴　① ア　　② イ　　③ エ
　　⑵　国風文化
　　⑶�　（例）むすめを天

てん
皇
のう
と結
けっ
婚
こん
させて、

自分は朝
ちょう
廷
てい
で高い地位につき、権

けん

力
りょく
をにぎった。

《採点の仕方》
自分のむすめを天皇と結婚させることで、
政治の実

じっ
権
けん
をにぎるという内容が書けて

いれば 10点です。自分が権力を持つよ
うになることが書けていない場合は、5
点減点です。内容が合っていても、「天皇」
「むすめ」という用語を使っていない場
合は、それぞれ 2点の減点です。
3　ア　国民主権　　イ　基本的人権
　　ウ　平和主義
4　ア、エ

1　⑴　①の三
さん
内
ない
丸
まる
山
やま
遺
い
跡
せき
（ 縄

じょう
文
もん
時代）は青

森県、②の吉
よし
野
の
ヶ
が
里
り
遺
い
跡
せき
（弥

やよ い
生時代）は佐賀

県、③の大
だい
仙
せん
古
こ
墳
ふん
（古墳時代）は大阪府にあ

ります。
⑵　縄文時代→弥生時代→古墳時代と時代は移
り変わるので、順に並

なら
べ替

か
えると①→②→③

になります。
⑶　時代によって土器の形状も変化していきま
す。より機能的になり、装

そう
飾
しょく
も実用的にな

りました。赤みがかっていて、文様やかざり
が少なく、すっきりとしているアが弥生土器
です。複雑な模

も
様
よう
の入ったイは 縄文土器で

す。縄文時代に使われた土器はイです。
⑷　②の吉野ヶ里遺跡ができたのは、弥生時代
です。弥生時代には、稲

いな
作
さく
が広まり富をたく

わえられるようになりました。その結果、貧
富の差が広がるようになりました。また、鉄
器や青銅器のような金属器は、弥生時代に大
陸から伝わりました。金属器は、争いにも用
いられ、権力争いの歴史が始まりました。よっ

考 え 方

て、弥生時代の説明として正しいのはイ、ウ、
エです。アは縄文時代、オは古墳時代につい
ての記述です。
2　⑴　アの小

お
野
のの
妹
いも
子
こ
は、聖

しょう
徳
とく
太
たい
子
し
の時代に

遣
けん
隋
ずい
使
し
として派

は
遣
けん
されました。①に当てはま

ります。イの鑑
がん
真
じん
は、中国の高

こう
僧
そう
でしたが、

奈良時代、聖
しょう
武
む
天皇の招

まね
きに応じて日本へ

やってきました。②に当てはまります。③は、
794 年に起きたできごとなので、エの平安
京に都を移すが当てはまります。ウの卑

ひ
弥
み
呼
こ

が中国に使いを送ったのは、3世紀前半のこ
となので、問題の年表より前の時代です。

⑵　日本は古くから大陸との交流で、進んだ政
治体制や文化、学問を取り入れてきました。
中国の王朝が隋

ずい
から唐

とう
に変わっても遣

けん
唐
とう
使
し
の

派
は
遣
けん
は続けられましたが、894年、菅

すが
原
わらの
道
みち

真
ざね
の進言により停止されました。その後の日

本では寝
しん
殿
でん
造
づくり
の建築様式や仮

か
名
な
文字による

文学作品などが生まれるなど、はなやかな貴
き

族
ぞく
文
ぶん
化
か
が栄えました。『 枕

まくらの
草
そう
子
し
』『源

げん
氏
じ
物
もの

語
がたり
』などの作品はおもに宮中の様子を随

ずい
筆
ひつ

や小説で表現したものです。
⑶　藤

ふじ
原
わら
氏は自分のむすめを天皇や皇

こう
太
たい
子
し
と結

婚させ、天皇と親
しん
戚
せき
関係を築きました。さら

に、生まれた子が天皇になったときに摂政や
関白といった朝廷の高い地位について政治を
取りしきりました。
3　国民主権、基本的人権の尊

そん
重
ちょう
、平和主義は、

日本国憲
けん
法
ぽう
の三原則です。必ず漢字で書ける

ようにしておきましょう。
4　内閣総理大臣は国会議員によって選出され
ます。一方で、都道府県や市町村などの地方
公共団体では知事や市町村長を住民の投票で
選出します。よって、アとエがまちがいです。

　イ国会で内閣不信任決議案が可決された場合、
内閣は「10 日以内に 衆

しゅう
議
ぎ
院
いん
が解散されな

い限り、総辞職をしなければならない」と定
められています。しかし、地方公共団体の
ように国民が直接解職請

せい
求
きゅう
を出すことはで

きません。ウ最高裁
さい
判
ばん
所
しょ
長官は内閣が指名し、

天皇が任命します。国民は最高裁判所の裁判
官については、国民審

しん
査
さ
でその職にふさわし

いか判断することができます。

テスト夏休み社会
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答
え

1　
⑴ 
未　
　
⑵ 

不　
　
⑶ 

無

　
　
⑷ 

無　
　
⑸ 
不　
　
⑹ 

非

2　
⑴ 

資
料
を
拝は
い

見け
ん

す
る
。

　
　
⑵ �

学
校
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
。／
学
校
に
お
越こ

し

に
な
る
。

3　
⑴ 

イ

　
　
⑵ 

ア
、
ウ

　
　
⑶ 「
話
し
言
葉
」
だ
け
で
生
活

　
　
⑷ （
ア
） 例�｢

話
し
言
葉｣

だ
け
で
生
活
し
て
い
る

　
　
　
　
　

 

例
文
字
を
使
わ
な
い
で
暮く

ら
し
て
い
る�

　
　
　
　
　

 �｢

文
字
が
な
い｣

と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
よ
う
に
書
け
て
い
れ
ば
正
解
。

　
　
　

 （
イ
） �例�

詩
に
し
て
歌
っ
た
り
、
太た
い

鼓こ

の
リ

ズ
ム
で
表
し
た
り
し
て

　
　
　
　
　

 

例
詩
や
音
楽
に
し
て

　
　
　
　
　

 �

文
字
の
代
わ
り
に
詩
や
音
楽
に
し
て

覚
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に

書
け
て
い
れ
ば
正
解
。

考
え
方

1　

｢

不｣

は
後
ろ
の
言
葉
を｢

～
で
は
な
い｣

と
打
ち

消
す
時
に
使
い
ま
す
。「
未
」
は
「
今
は
ま
だ
～
な
い
」

と
い
う
時
に
使
わ
れ
、
今
後
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
意
味
を
含ふ
く

み
ま
す
。「
無
」
は
「
こ
こ
に
な
い
・
今
な

い・こ
れ
か
ら
も
な
い
」と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。「
非
」

と
い
う
漢
字
に
は
も
と
も
と
「
逆
ら
う
、
背そ
む
く
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。「
本
来
あ
る
べ
き
正
し
い
も
の
か
ら

外
れ
て
い
る
」
時
に
使
う
、
と
覚
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、無
礼
、非
礼
と
い
う
言
葉
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。「
無
礼
」は「
礼れ
い

儀ぎ

が
な
い
」と
い
う
意
味
で
す
。「
非
礼
」

は
「（
本
来
あ
る
べ
き
）
礼
儀
か
ら
外
れ
て
い
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。

2　

け
ん
じ
ょ
う
語
は
多
く
の
場
合
、「
お
◯
◯
す
る
」

の
形
を
と
り
ま
す
。
尊そ
ん

敬け
い

語ご

は
「
お
◯
◯
な
る
」「
◯
◯

な
さ
る
」「
◯
◯
さ
れ
る
」
の
形
を
と
り
ま
す
。
た
だ
し
、

い
く
つ
か
特
別
な
形
に
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
特

別
な
形
を
問
う
問
題
で
す
。「
見
る
」「
来
る
」
の
ほ
か
に
、

「
行
く
」「
食
べ
る
」「
知
る
」「
知
っ
て
い
る
」
な
ど
の
け

ん
じ
ょ
う
語
、
尊
敬
語
を
確か
く
認に
ん
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

3　
⑴
「
そ
の
」
と
い
う
指
示
語
が
指
す
も
の
は
、
そ
れ

よ
り
も
前
に
あ
り
ま
す
。
前
を
見
る
と
「
数
百
万
年
前
」

と
「
一
万
年
以
上
前
」
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

直
前
に
あ
る
も
の
を
選
ぶ
の
が
自
然
で
す
。

⑵
三
段
落
目
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

　
青
森
県
に
は
、「
三さ
ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺い

跡せ
き

」
と
い
う
、
縄じ

ょ
う

文も
ん

時
代
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
土
器
や
家
の

あ
と
が
発
見
さ
れ
、
調
査
の
結
果
、
何
百
人
も
の
人
々

が
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
集
落
の

中
に
は
、
直
径
１
ｍ
く
ら
い
の
太
い
木
を
組
み
あ
わ
せ

て
建
て
た
塔と

う
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
こ
の
大
木
を
運

び
出
す
た
め
に
、
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。お
祭
り
が
あ
る
な
ら
、詩
や
音
楽
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
大
勢
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
暮く

ら
す
た
め

の
言
葉
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。（
９
〜
15
行
目
）

　
選せ
ん
択た
く
肢し

ア
は　
　
部
に
、
選
択
肢
ウ
は　
　
部
に
そ
れ

ぞ
れ
書
か
れ
て
い
ま
す
。

⑶
「
〜
す
る
こ
と
」
に
つ
な
が
る
、
十
一
字
の
説
明
を
探

し
ま
す
。「
文
字
を
使
わ
な
い
人
た
ち
の
暮
ら
し
」「
無
文

字
社
会
」
な
ど
、
同
じ
内
容
を
指
す
表
現
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
条
件
に
合
う
の
は
「『
話
し
言
葉
』
だ
け
で

生
活
」
で
す
。

⑷
（
ア
）
は
、「
文
字
で
は
な
く
話
し
言
葉
で
暮
ら
し
て

い
る
の
で
書
き
と
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
書
け
て
い
れ
ば
正
解
で
す
。（
イ
）

は
、
七
段
落
目
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
村
の
歴
史
や
先
祖
か
ら
の
言
い
伝
え
な
ど
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
大
切
な
こ
と
は
、
詩
に
し
て
歌
っ

た
り
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
表
し
た
り
し
て
覚
え
ま
す
。

文
字
が
な
い
か
わ
り
に
、
詩
や
音
楽
に
し
て
、
頭
の
中

に
記き

憶お
く
し
て
お
く
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。�

 
�

（
27
〜
30
行
目
）

こ
の
部
分
の
内
容
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
れ
ば
正
解
で
す
。

文
字
が
な
く
て
も
言
葉
は
あ
り
、
そ
の
言
葉
は

「
話
し
言
葉
」
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ね
。

テ
ス
ト

夏
休
み

国
語



国
　
語

28

答
え

1　
⑴ 

Ａ　
　
⑵ 
Ｃ　
　
⑶ 

Ｂ　
　
⑷ 

Ｂ

　
　
⑸ 

Ａ　
　
⑹ 
Ｂ　
　
⑺ 

Ａ

2　
⑴ 

先
生
が
お
帰
り
に
な
る
。

　
　
　

 

／
先
生
が
帰
ら
れ
る
。

　
　
⑵ 

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
く
。

　
　
　

 

／
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ち
ょ
う
だ
い
す
る
。

　
　
⑶ 

私
は
そ
の
意
見
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。

3　
⑴ 

部
屋　
　
⑵ 

勉
強
す
る　
　
⑶ 
字

　
　
⑷ 

書
く　
　
⑸ 

ふ
く　
　
　
　
⑹ 

風

4　
⑴ �

例
宿
題
が
終
わ
っ
た
の
で
心
お
き
な
く
遊

べ
る
。

　
　
⑵ �

例
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
留
守
番
を

さ
せ
る
の
は
心
も
と
な
い
。

5　
⑴ 

②　
　
⑵ 

エ

考
え
方

1　
ま
ず
は
、
三
つ
の
敬
語
の
ち
が
い
を
確か
く

認に
ん

し
ま
す
。

尊そ
ん
敬け
い
語
…
相
手
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
を
高
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
に
対
す
る
自
分
の
尊

敬
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
言
葉
。

け
ん
じ
ょ
う
語
…
自
分
が
へ
り
く
だ
っ
て
、
ひ
か
え

め
な
態
度
を
と
る
（
＝
け
ん
そ
ん
す
る
）
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
手
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
を

敬う
や
ま

う
気
持
ち
を
表
現
す
る
言
葉
。

て
い
ね
い
語
…
聞
き
手
や
読
み
手
に
敬け
い

意い

を
表
し
て
、

て
い
ね
い
に
表
現
す
る
言
葉
。

⑶
の
「
拝は
い

見け
ん

す
る
」
は
「
見
る
」
の
け
ん
じ
ょ
う
語
で

す
。「
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
お
手
紙
を
拝
見
す
る
」
な

ど
と
使
い
ま
す
。
⑷
の
「
ご
」
は
、「
ご
案
内
す
る
」「
ご

相
談
す
る
」
の
よ
う
に
、「
ご
～
す
る
」
の
形
で
け
ん
じ
ょ

う
の
意
味
を
表
し
ま
す
。
⑸
の「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」は「
行

く
・
来
る
」
や
「
い
る
」
の
尊
敬
語
で
す
。「
先
生
が
も

う
す
ぐ
私
の
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
（
＝
私
の
家
に
来
る
）」

「
先
生
は
今
職
員
室
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
（
＝
職
員
室
に
い

る
）」
な
ど
と
使
い
ま
す
。

2　
⑵
の「
い
た
だ
く
」に
は
、「
も
ら
う
」と
い
う
意
味
と
、

「
食
べ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
お
じ
さ
ん
か
ら

万
年
筆
を
い
た
だ
く
（
＝
も
ら
う
）」「
ご
ち
そ
う
を
い
た

だ
く
（
＝
食
べ
る
）」
と
使
い
ま
す
。

3　
⑴
の
「
静
か
な
」
は
「
ど
ん
な
」
部
屋
で
あ
る
か
を
、

⑵
の
「
静
か
に
」
は
「
ど
の
よ
う
に
」
勉
強
す
る
か
を
説

明
し
て
い
ま
す
。

4　

⑴
は
「
心
お
き
な
く
～
す
る
（
で
き
る
）」
と
い
う

形
で
使
わ
れ
ま
す
。「
何
も
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
安
心

し
て
」
と
い
う
意
味
で
文
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
⑵
の
「
心

も
と
な
い
」
は
、
⑴
と
は
反
対
に
「
た
よ
り
な
く
て
不
安

だ
。
心
配
だ
」
と
い
う
意
味
で
す
。
文
を
作
る
の
が
難む
ず
か

し
い
と
き
に
は
、
国
語
辞
典
な
ど
で
使
い
方
や
例
文
を
調

べ
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

5　
う
で
だ
め
し
の
問
題
で
す
。
文
と
文
と
を
つ
な
ぐ
役や
く

割わ
り
を
も
つ
接
続
語
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
①
の
文
の
直
後
に
あ
る
「
一
方
」
と
い
う
言
葉
に
注

目
し
ま
し
ょ
う
。「
一
方
」
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
文
を
受

け
て
、「
そ
れ
に
対
し
て
」
と
い
う
意
味
を
付
け
加
え
て

い
ま
す
。「
一
方
」
の
あ
と
に
続
く
文
は
、
前
の
文
と
反

対
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、「
私
た
ち
（
人
間
）
は
、
物
の
ち
が
い
を

見
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ
と
は
反
対
に

似
通
っ
た
点
を
見
つ
け
て
同
じ
仲
間
と
見
な
す
こ
と
も
で

き
る
」と
い
う
意
味
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。「
ち

が
い
を
見
つ
け
て
区
別
す
る
」
こ
と
と
「
似
通
っ
た
点
を

見
つ
け
て
同
じ
仲
間
と
見
な
す
」
こ
と
は
反
対
の
内
容
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
①
と
「
対
立
す
る
考
え
方
を
提
示
し

て
い
る
文
」
は
、
②
で
す
。

言
葉
の
学
習
②

9

53
ペ
ー
ジ

けんそん
す　る

尊
敬

の
気

持
ち

けんじょう語の
図　　式

まなぶさん
から、おかし
をもらう。

先生から、
おかしを
いただく。
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「
お
、何
お
ま
え
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
ん
だ
よ
、こ
れ
。

あ
の
か
ん
の
な
か
か
ら
ぬ
す
ん
だ
の
か
？
」

�

（
38
～
39
行
目
）

「
ぼ
く
」は
ド
ロ
ッ
プ
を
ぬ
す
ん
だ
の
で
は
な
く
、毎
日

配
ら
れ
る
ド
ロ
ッ
プ
を
一
粒
ず
つ
た
め
て
い
た
の
で
す
が
、

「
か
ん
に
し
ま
っ
て
あ
る
ド
ロ
ッ
プ
を
ぬ
す
ん
だ
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

答
え
を
ま
と
め
る
と
き
に
は
、「
こ
れ
」「
あ
の
」
と
い

う
指
示
語
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、「
ド
ロ
ッ
プ
」「
ド
ロ
ッ

プ
が
し
ま
っ
て
あ
る
か
ん
」
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

4　
「
彼
」
が
、「
ぼ
く
」
の
た
め
た
ド
ロ
ッ
プ
と
何
を
交こ
う

換か
ん

し
よ
う
と
も
ち
か
け
て
い
る
の
か
を
確か
く

認に
ん

し
ま
し
ょ
う
。

直
後
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

彼
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
キ
ラ
キ
ラ
光
る
レ
ア
カ
ー
ド
を
取

り
出
し
て
、
ぼ
く
に
見
せ
た
。

「
彼
」は
、ド
ロ
ッ
プ
と「
キ
ラ
キ
ラ
光
る
レ
ア
カ
ー
ド
」

を
交
換
し
よ
う
と
も
ち
か
け
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

部
分
は
十
一
字
で
、
指
定
さ
れ
て
い
る
十
三
字
に
合
い
ま

せ
ん
。
他
に
こ
れ
を
言
い
か
え
た
別
の
表
現
が
な
い
か
探

し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
つ
か
り

ま
す
。

50�

行
目　

そ
れ
は
ぼ
く
が
ほ
し
か
っ
た
レ
ア
カ
ー
ド

だ
っ
た
。

答
え
は
「
ぼ
く
が
ほ
し
か
っ
た
レ
ア
カ
ー
ド
」
で
す
。

5　
こ
の
と
き
「
ぼ
く
」
が
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の

か
を
読
み
取
り
ま
す
。
4
で
も
見
た
よ
う
に
、「
ぼ
く
」
は
、

一
粒
ず
つ
た
め
た
大
切
な
ド
ロ
ッ
プ
を
、
レ
ア
カ
ー
ド
と

交
換
し
な
い
か
と
も
ち
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
提
案

を
、「
ぼ
く
」
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

―
―
― 

④
の
前
ま
で
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
な
ぁ
、
こ
れ
お
れ
に
く
れ
よ
」

「
い
や
だ
よ
」

「
そ
ん
な
こ
と
言
う
な
っ
て
…
…
（
44
～
46
行
目
）

こ
の
時
点
で
は
、「
い
や
だ
よ
」
と
す
ぐ
断
っ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
せ
っ
か
く
大
事
に
た
め
て
お

い
た
ド
ロ
ッ
プ
を
手
放
す
こ
と
は
「
い
や
」
だ
っ
た
の
で

す
ね
。
し
か
し
、
そ
ん
な
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
は
、「
彼
」

か
ら
さ
ら
に
提
案
を
さ
れ
て
か
ら
変
化
し
て
い
ま
す
。

「
そ
ん
な
こ
と
言
う
な
っ
て
、じ
ゃ
あ
さ
、お
れ
の
と
っ

て
お
き
の
や
つ
と
交
換
し
な
い
か
？
」
…
…

　

そ
れ
は
ぼ
く
が
ほ
し
か
っ
た
レ
ア
カ
ー
ド
だ
っ
た
。

幼
稚
園
児
に
と
っ
て
ひ
ど
く
魅み

力り
ょ
く

的て
き

な
ゆ
う
わ
く
。

あ
ら
が
う
こ
と
は
難む

ず
か

し
か
っ
た
。（
46
～
51
行
目
）

最
初
は
断
る
つ
も
り
で
い
た
の
に
、「
ず
っ
と
ほ
し
か
っ

た
レ
ア
カ
ー
ド
と
の
交
換
」
と
い
う
提
案
を
さ
れ
る
と
、

「
ド
ロ
ッ
プ
を
手
放
し
た
く
な
い
」と
い
う
気
持
ち
と「
で

も
レ
ア
カ
ー
ド
は
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
と
の
間
で
ゆ

れ
動
き
始
め
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
「
う
な
ず

い
て
」
し
ま
っ
て
い
ま
す
。「
レ
ア
カ
ー
ド
が
ほ
し
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
「
ド
ロ
ッ
プ
を
手
放
し
た
く
な
い
」
と

い
う
気
持
ち
に
勝
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。

し
た
が
っ
て
、
進
ん
で
交
換
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
た
め
ら
い
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
ア

が
正
解
で
す
。

6　

ま
ず
は
、
ぬ
け
て
い
る
文
が
ど
の
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
事

件
が
起
き
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、「
事
件
」
の
始

ま
り
に
あ
た
る
部
分
の
直
前
に
入
る
と
予
想
で
き
ま
す
ね
。

こ
れ
を
手
が
か
り
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、「
事
件
」
と
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。「
ぼ
く
」

は
思
い
き
り
ド
ロ
ッ
プ
を
食
べ
て
み
た
く
て
、
一
粒
ず
つ

大
事
に
集
め
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
最
終
的
に
は
ド
ロ
ッ

プ
を
手
放
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
ぼ

く
」
に
と
っ
て
の
事
件
で
す
ね
。
手
放
さ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
原
因
は
、
か
く
し
て
い
た
ド
ロ
ッ
プ
が
見
つ

か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。

幼
稚
園
児
達
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
体
格
が
良
い
男
の
子

に
、
ぼ
く
が
か
ば
ん
に
か
く
し
て
い
た
ド
ロ
ッ
プ
の
ふ

く
ろ
を
発
見
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。（
32
～
34
行
目
）

こ
れ
が
事
件
の
始
ま
り
に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
一
文
の

前
に
も
ど
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
う
な
ず
い
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
表
現
に
は
、

「
迷
っ
た
け
れ
ど
」「
断
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
は

わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
」
と
い
う
意
味
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。
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答
え

1　
エ

2　
⑴ 

思
い
き
り
食
べ
た
い
と
い
う
思
い
。（
14
字
）

　
　
⑵ �

毎
日
配
ら
れ
る
ド
ロ
ッ
プ
を
ビ
ニ
ー
ル
ぶ

く
ろ
に
た
め
て
い
き
、
あ
る
程
度
の
量
が

た
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
一
気
に
食
べ
る
こ
と
。

3　

�

か
ん
に
し
ま
っ
て
あ
る
ド
ロ
ッ
プ
を
ぬ
す
ん
だ

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑う
た
が
い
。

4　
ぼ
く
が
ほ
し
か
っ
た
レ
ア
カ
ー
ド

5　
ア

6　
Ｅ

考
え
方

1　
（　
Ｘ　
）
の
前
後
の
つ
な
が
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

「
ぼ
く
」
の
家
は
け
っ
し
て
裕ゆ
う

福ふ
く

と
は
言
え
な
か
っ
た
た

め
、
み
ん
な
が
夢
中
に
な
っ
て
集
め
て
い
た
カ
ー
ド
を
集

め
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
、
と
い
う
文
脈
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
の
四
字
熟じ
ゅ
く
語ご

の
意
味
は
次
の
通
り
で
す
。

ア　
五ご

里り

霧む

中ち
ゅ
う
…�

迷
っ
て
し
ま
っ
て
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
。

イ　
一い
っ
心し
ん
不ふ

乱ら
ん
…�

一
つ
の
こ
と
だ
け
に
心
を
集
中
さ
せ

て
い
る
こ
と
。

ウ　
無む

我が

夢む

中ち
ゅ
う
…�

あ
る
物
事
に
熱
中
し
て
、
自
分
を

失
う
ほ
ど
興こ
う

奮ふ
ん

す
る
こ
と
。

エ　
四
苦
八
苦
…
と
て
も
な
や
ん
で
苦
し
む
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、苦
労
し
て
い
た
と
い
う
意
味
を
も
つ「
四

苦
八
苦
」
が
あ
て
は
ま
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2　

⑴　

―
―
― 

①
の
あ
と
の
部
分
を
よ
く
読
ん
で
、

「
ぼ
く
」
の
ド
ロ
ッ
プ
に
対
す
る
思
い
を
と
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

・�

も
っ
と
食
べ
た
い
、
と
思
う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ

た
。（
16
～
17
行
目
）

・�

一
体
、
ど
こ
に
行
け
ば
あ
の
ド
ロ
ッ
プ
が
見
つ
か
る

の
だ
ろ
う
？　

ぼ
く
は
そ
れ
を
思
い
き
り
食
べ
た

か
っ
た
。（
23
～
24
行
目
）

―
―
―
の
部
分
に
、「
ぼ
く
」
の
ド
ロ
ッ
プ
に
対
す
る

思
い
が
表
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
ず
っ
ぱ
い
味
の
す
る
ド

ロ
ッ
プ
が
大
好
き
だ
っ
た
「
ぼ
く
」
は
、「
ド
ロ
ッ
プ
を

思
い
き
り
食
べ
た
い
」
と
い
う
思
い
を
い
だ
い
て
い
た
の

で
す
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、「
思
い
き
り
食
べ
た
い
」

「
も
っ
と
食
べ
た
い
」
な
ど
と
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

⑵　
⑴
を
ふ
ま
え
て
、
ド
ロ
ッ
プ
を
「
思
い
き
り
食
べ
た

い
と
い
う
思
い
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
ぼ
く
」
は
ど

う
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
か
を
読
み
取
っ
て
い
き
ま
す
。

24
～
25
行
目
に
「
そ
こ
で
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ひ
ら
め

い
た
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
こ
の
あ

と
の
部
分
を
中
心
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

毎
日
配
ら
れ
る
ド
ロ
ッ
プ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
か
く
し
て
た

め
る
と
い
う
だ
け
だ
。
あ
る
程
度
の
量
が
た
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
一
気
に
口
の
な
か
に
放
り
こ
ん
で
そ
し
ゃ
く
す

る
―
―
ぼ
く
は
、
そ
の
瞬し
ゅ
ん
間か
ん
を
夢
見
た
。

　
ジ
ッ
パ
ー
が
つ
い
た
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
を
手
に
入
れ

て
、そ
れ
に
一
粒つ
ぶ

ず
つ
た
め
て
い
っ
た
。（
25
～
30
行
目
）

「
ぼ
く
」
は
、ド
ロ
ッ
プ
を
「
思
い
き
り
食
べ
た
い
」「
バ

ケ
ツ
で
プ
リ
ン
を
食
べ
た
い
と
い
う
欲
求
と
似
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
バ
ケ
ツ
で
プ
リ
ン
を

食
べ
た
い
と
い
う
の
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
保
育
士
の
人
た
ち
は
一
人
一

粒
し
か
く
れ
ず
、
駄だ

菓が

子し

屋や

さ
ん
で
も
買
え
な
い
の
で
す

か
ら
、
幼よ
う

稚ち

園え
ん

児じ

で
あ
る
「
ぼ
く
」
に
は
、
ド
ロ
ッ
プ
を

た
く
さ
ん
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

食
べ
ず
に
毎
日
ド
ロ
ッ
プ
を
と
っ
て
お
き
、
た
ま
る
ま
で

我が

慢ま
ん

し
て
か
ら
、
一
気
に
食
べ
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
ね
。

3　
「
ぼ
く
」
と
「
幼
稚
園
児
達
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
体

格
が
良
い
男
の
子
＝
彼か
れ
」
と
の
や
り
と
り
か
ら
、「
ぼ
く
」

が
ど
の
よ
う
な
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
の
か
を
読
み
取
り
ま

し
ょ
う
。「
彼
」
は
、「
ぼ
く
」
が
か
く
し
て
い
た
ド
ロ
ッ

プ
を
見
つ
け
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
ド
ロ
ッ
プ
を
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
に
た
め
て

い
く
」「
た
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
一
気
に
食
べ

る
」
と
い
う
二
点
を
答
え
に
ふ
く
め
よ
う
。

物
語
の
読
み
取
り
②

8

56
ペ
ー
ジ
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原因

森
林
か
ら
切
り
出
す
木
材
の
量
を
、
森
林

が
成
長
す
る
量
よ
り
（
　
Ａ
　
）
す
る
。

結果

木
材
資
源
の
量
は
減
ら
な
い
し
、
環
境
と

し
て
の
働
き
も
保
た
れ
る
。

原因

成
長
す
る
量
よ
り
も
（
　
Ｂ
　
）
木
材
を

と
る
。

結果

木
材
資
源
量
は
ど
ん
ど
ん
減
る
一
方
で
、

成
長
量
も
減
り
、
環
境
と
し
て
の
働
き
も

お
と
ろ
え
て
、
つ
い
に
は
森
林
自
体
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

（　

Ａ　
）
を
ふ
く
む
一
文
は
、
そ
の
あ
と
の
一
文
の

「
原
因
」
で
す
か
ら
、ど
う
す
れ
ば
「
木
材
の
量
が
減
ら
ず
、

そ
の
う
え
環
境
と
し
て
の
働
き
も
保
た
れ
る
の
か
」
を
考

え
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。
環
境
と
し
て
の
働
き
が
保
た
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
森
林
の
量
が
減
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、「
木
を
切
る
量
」
が
、

「
森
林
が
成
長
す
る
量
」
を
こ
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、

（　
Ａ　
）
に
は
「
少
な
く
」
が
入
り
ま
す
。

（　
Ｂ　
）
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ま
す
。「
木
材
資

源
の
量
が
ど
ん
ど
ん
減
り
、
そ
の
う
え
環
境
と
し
て
の
働

き
も
お
と
ろ
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
森
林
が
減
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
つ
ま
り
、「
木
を
切
る
量
」

が
「
森
林
が
成
長
す
る
量
」
を
こ
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
で
す
。（　
Ｂ　
）
に
は
「
多
く
」
が
入
り
ま
す
。

　
　

―
―
― 

④
の
次
の
段
落
で
、
理
由
が
く
わ
し
く
述

5

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
理
由
を
示
す「
な
ぜ
な
ら
」「
～
か
ら
」

や
、
目
的
を
表
す
「
～
た
め
」
な
ど
の
表
現
に
注
目
し
て
、

理
由
を
述
べ
て
い
る
部
分
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

・�

な
ぜ
な
ら
、「
保
存
」
さ
れ
て
い
る
自
然
は
、
そ
こ

の
自
然
の
成
り
立
ち
や
仕
組
み
を
教
え
て
く
れ
、
こ

れ
は
い
ま
行
っ
て
い
る
土
地
利
用
に
役
立
つ
だ
け
で

な
く
、
そ
の
土
地
利
用
に
失
敗
し
た
と
き
の
自
然
回

復
の
お
手
本
に
も
な
る
か
ら
で
す
。（
36
～
39
行
目
）

・�

い
ま
は
人
間
が
使
っ
て
い
な
い
が
、
将
来
ど
ん
な
必

要
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
生
物
を
生
き
な
が
ら

え
さ
せ
る
た
め
に
も
…
…
（
39
～
41
行
目
）

ア
・
イ
・
エ
は
、
こ
の
部
分
の
内
容
に
合
っ
て
い
ま
す
。

ウ
の
よ
う
に
「
そ
の
土
地
本
来
の
機
能
が
高
ま
る
」
と
は

書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
誤あ
や
ま

り
で
す
。

6　

ま
ず
は
、「
そ
れ
」
の
す
ぐ
前
の
部
分
か
ら
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

わ
が
国
に
は
本
当
の
意
味
の
原
生
林
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
…
…
し
か
し
、
そ
れ
に
近
い
も
の
は
ま
だ
残

さ
れ
て
い
ま
す
。（
48
～
50
行
目
）

「
そ
れ
」
は
、「
本
当
の
意
味
の
原
生
林
」
の
こ
と
で
す
。

で
は
、「
本
当
の
意
味
の
原
生
林
」
と
は
ど
の
よ
う
な
原

生
林
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
前
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。46�

～
48
行
目　
原
生
林
と
は
、
い
ま
ま
で
ま
っ
た
く
人

手
が
入
ら
ず
、
最
近
台
風
や
山
火
事
な
ど
で
も
こ
わ

さ
れ
て
い
な
い
森
林
を
い
い
ま
す
が
、
…
…

答
え
は
こ
の
部
分
で
す
。
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き

ぬ
く
の
で
、「
い
ま
ま
で
ま
」
と
「
い
な
い
森
林
」
が
答

え
に
な
り
ま
す
。

7　
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
段
落
の
要
点
を
お
さ
え
て
、
文
章

全
体
の
構
成
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

段
落
と
段
落
の
つ
な
が
り
を
と
ら
え
る
と
き
に
は
、
段

落
の
初
め
の
言
葉
に
注
目
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。「
た

と
え
ば
」
で
始
ま
る
5
段
落
は
、
4
段
落
の
内
容
を
く

わ
し
く
説
明
し
て
い
る
の
で
、
段
落
ど
う
し
に
つ
な
が
り

が
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、「
い
っ
ぽ
う
」
で
始
ま

る
7
段
落
は
、
話
題
が
前
の
段
落
と
は
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
の
で
、
6
段
落
と
7
段
落
の
間
で
、
意
味

段
落
が
変
わ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
文
章
は
、
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

1
～
3
段
落
＝
森
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割

4
～
6
段
落
＝
自
然
の
「
保
全
」

7
～
11
段
落
＝
自
然
の
「
保
存
」

12
段
落
＝
自
然
保
護

逆に

説
明
文
を
読
む
と
き
に
は
、
段
落
ご
と
の
構

成
を
考
え
な
が
ら
読
む
と
、
筆
者
の
主
張
が

と
ら
え
や
す
く
な
り
ま
す
。
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答
え

1　
木
材
を
生
み
出
す
働
き
と
環か
ん

境き
ょ
う
を
ま
も
る
働
き
。

2　

�

年
を
と
っ
て
活
動
が
お
と
ろ
え
た
森
林
を
、
生

き
生
き
と
し
た
森
林
に
き
り
か
え
て
や
る
時
。

3　
「
自
然
を
賢け
ん
明め
い
に
利
用
す
る
」
考
え
方

4　
イ

5　
ウ

6　
い
ま
ま
で
ま
～
い
な
い
森
林

7　

�

1 

2 

3
／
4 

5 

6
／
7 

8 

9 
10 
11
／

12

考
え
方

1　

ま
ず
、
―
―
― 

①
の
直
前
の
部
分
か
ら
、
森
林
に

期
待
さ
れ
て
い
る
働
き
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

　
木
材
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
と
し
て
、
ま
た
環
境
を
ま

も
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
森
林
は
重
要
な
資し

源げ
ん

で
す
。

森
林
に
は
、「
木
材
を
生
み
出
す
」「
環
境
を
ま
も
る
」

と
い
う
二
つ
の
働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
「
反
対
の
こ
と
を
一
つ
の
森
林
に
期
待
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

続
く
部
分
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
木
材
は
森
林
を
切
っ
て
得
ら
れ
、
環
境
を
ま 

も
る
働
き
は
、
生
き
た
森
林
が
ま
と
も
に
活
動
し
て
い

る
と
き
に
得
ら
れ
ま
す
…
…
（
2
～
4
行
目
）

「
木
材
を
生
み
出
す
」と
き
に
は
、森
林
の「
木
を
切
る
」

わ
け
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
環
境
を
ま
も
る
た
め
の
木

が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、「
環
境
を

ま
も
る
」
と
き
に
は
、
木
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
ほ
う

が
よ
い
わ
け
で
す
か
ら
、
森
林
の
木
を
切
る
こ
と
が
で
き

ず
、
木
材
は
生
み
出
せ
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
ね
。

こ
の
よ
う
に
、「
木
材
を
生
み
出
す
働
き
」
と
「
環
境

を
ま
も
る
働
き
」
は
、
一
度
に
は
か
な
え
ら
れ
な
い
よ
う

に
思
え
る
の
で
、「
反
対
の
こ
と
を
一
つ
の
森
林
に
期
待

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

2　
指
示
語
の
問
題
で
は
、
ま
ず
そ
れ
よ
り
前
の
部
分
に

注
目
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
を
期
待
す
る
場
合
で
も
、
活
動
の
お
と
ろ
え
た
森

林
は
、
生
き
生
き
と
し
た
森
林
に
き
り
か
え
て
や
る
ほ

う
が
効
果
的
で
す
。
こ
の
時
…
…
（
9
～
11
行
目
）

「
き
り
か
え
て
や
る
」
と
い
う
の
は
、
お
と
ろ
え
た
木

を
切
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
古
い
木
が
生
え
て
い
る
と
こ

ろ
に
は
新
し
い
木
が
生
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
と

ろ
え
た
木
を
見
つ
け
て
切
り
、
新
し
い
木
が
生
え
て
く
る

手
助
け
を
す
る
ほ
う
が
、
環
境
を
ま
も
る
働
き
が
よ
り
期

待
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
内
容
を
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。

　
　
こ
こ
で
は
、
考
え
方
の
内
容
を
く
わ
し
く
説
明
し
て

3

い
る
と
こ
ろ
を
探
す
の
で
は
な
く
、「
別
の
言
葉
に
言
い

か
え
て
い
る
部
分
」
を
探
す
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
似
た
よ
う
な
内
容
を
ち
が
う
表
現
で

言
い
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
探
す
の
で
す
。
―
―
― 

③

を
ふ
く
む
段だ
ん
落ら
く
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ａ　

自
然
の
「
保
全
」
と
い
う
考
え
方

　
　
　
　
＝

Ｂ　

�

木
材
資
源
や
環
境
資
源
と
し
て
、
ず
っ
と
将し
ょ
う

来ら
い

ま

で
資
源
の
量
が
十
分
か
、
く
り
か
え
し
利
用
で
き

る
か
を
見
き
わ
め
た
う
え
で
、
現
在
の
自
然
か
ら

余
っ
た
分
だ
け
い
ま
利
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
方

　
　
　
　
＝

Ｃ　
「
自
然
を
賢
明
に
利
用
す
る
」
考
え
方

筆
者
は
、「
自
然
の
『
保
全
』
と
い
う
考
え
方
」
の
内

容
を
Ｂ
の
部
分
で
く
わ
し
く
説
明
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
も

う
一
度
、
Ｃ
で
短
い
言
葉
に
ま
と
め
直
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
別
の
表
現
で
言
い
か
え
て
い
る
の
で
す
。

Ｃ
の
部
分
が
答
え
で
す
。

4　
空く
う
欄ら
ん
に
合
う
言
葉
を
選
ぶ
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な

問
題
で
は
、
前
後
の
部
分
を
よ
く
読
ん
で
、
文
章
の
流
れ

を
し
っ
か
り
と
お
さ
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

書
き
ぬ
く
と
き
は
、
か
ぎ
か
っ
こ
も

一
字
と
数
え
よ
う
。

説
明
文
の
読
み
取
り
③
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答
え

1　
⑴ 

編
（
む
）	

⑵ 

弁
護
士

　
　
⑶ 

点
検	
⑷ 

理
解

　
　
⑸ 

簡
単	
⑹ 
保
存

2　
⑴ 

イ　
　
⑵ 

イ　
　
⑶ 
ア

　
　
⑷ 

ア　
　
⑸ 

ア　
　
⑹ 
イ

3　
⑴ 

快
い	

⑵ 

営
む

　
　
⑶ 

養
う	

⑷ 

確
か
め
る

　
　
⑸ 

率
い
る	

⑹ 

備
え
る

　
　
⑺ 

潔
い	

⑻ 

耕
す

4　
⑴ 

ア　
　
⑵ 

ウ

　
　
Ａ 

あ
い
そ
（
あ
い
そ
う
）

　
　
Ｂ 

い
っ
さ
い

　
　
Ｃ 

ふ
ぜ
い

考
え
方

1　
⑴
「
編
む
」
に
は
「
書
物
を
作
る
。

編
集
す
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、「
詩

集
を
編
む
」な
ど
と
使
い
ま
す
。⑶「
検
」

に
は
、「
調
べ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
⑷
「
解
」
に
は
「
わ
か
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
漢

字
を
書
く
と
き
に
は
、
形
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
右
側
は
「
刀
」
に
「
牛
」
で

す
。「
力
」
や
「
午
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2　

⑹
「
難
」
は
六
年
生
で
学
習
す
る
漢
字
で
す
。「
難

か
し
い
」
で
は
な
く
「
難
し
い
」
と
書
き
ま
す
。
漢
字
を

覚
え
る
と
き
に
は
、
送
り
が
な
ま
で
正
し
く
書
け
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
ま
ち
が
え
た
も
の

は
、
送
り
が
な
ま
で
ふ
く
め
て
何
度
も
書
い
て
覚
え
ま

し
ょ
う
。

3　
ど
れ
も
送
り
が
な
を
ま
ち
が
え
や

す
い
言
葉
で
す
。

⑴
の
「
こ
こ
ろ
よ
い
」
は
「
快
い
」

と
書
き
ま
す
。
送
り
が
な
に
「
よ
」
は

い
り
ま
せ
ん
。
⑷
の
「
た
し
か
め
る
」

は
「
確
か
め
る
」
が
正
し
い
送
り
が
な

で
す
。「
確
め
る
」
と
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
⑹
は
「
備
え
る
」
と
書

き
ま
す
。
同
じ
「
そ
な
え
る
」
と
読
む

も
の
に
は「
供
え
る
」が
あ
り
ま
す
。「
供

え
る
」
は
、「
物
を
さ
さ
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
お
墓

に
花
を
供
え
る
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。
使
い
分
け
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
⑺
の
「
潔
い
」
も
、「
快
い
」
と
同
じ
で
、

送
り
が
な
に
「
よ
」
は
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
潔
」
と

い
う
漢
字
を
書
く
と
き
に
は
、
さ
ん
ず
い
の
位
置
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

4　
⑴
の
て
へ
ん
は
「
手
」
を
表
し
ま
す
。
て
へ
ん
が
使

わ
れ
る
漢
字
に
は
、他
に
「
打
」「
投
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑵
の
り
っ
と
う
は
「
刀
」
を
表
し
ま
す
。
り
っ
と
う
が
使

わ
れ
る
漢
字
に
は
、
他
に
「
別
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

イ
の
「
定
」
は
、
家
や
建
物
を
表
す
か
ん
む
り
（
う
か

ん
む
り
）
と
、「
正
」
か
ら
な
る
漢
字
で
す
。「
家
の
中
で

落
ち
着
い
て
動
か
な
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

エ
の
り
っ
し
ん
べ
ん
は
「
心
」
を
表
し
ま
す
。
り
っ
し

ん
べ
ん
が
使
わ
れ
る
漢
字
に
は
、
他
に
「
快
」「
性
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。「
不
快
」「
性
格
」
と
い
う
言
葉
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
ね
。

　
　
読
み
方
は
ど
れ
も
中
学
校
以
上
で
学
習
し
ま
す
。

　
Ａ
の
「
愛
想
」
は
「
あ
い
そ
」
と
読
み
ま
す
。（「
あ
い

そ
う
」
と
も
読
み
ま
す
。）「
人
あ
た
り
の
よ
い
態
度
」
と

い
う
意
味
で
す
。
Ｂ
の
「
一
切
」
は
「
す
べ
て
」
と
い
う

意
味
で
、「
一
切
～
な
い
」
と
い
う
形
で
「
全
く
～
な
い
」

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
Ｃ
の
「
風
情
」
は
「
ふ
ぜ
い
」

と
読
み
、「
お
も
む
き
の
あ
る
様
子
。味
わ
い
の
あ
る
様
子
」

を
表
し
ま
す
。

漢
字
の
部
首
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が

あ
る
ん
だ
ね
。

漢
字
の
学
習
②
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答
え

1　
高
度
な
染せ
ん

色し
ょ
く
の
技
術
／
高
度
な
染そ

め
の
技
術

2　

�

世
の
中
が
安
定
し
た
こ
と
で
、
人
々
の
暮
ら
し

が
少
し
ず
つ
豊
か
に
な
り
、
染
色
に
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
生
ま
れ
た
か
ら
。

3　
ウ

4　

�

色
が
美
し
く
、
染
め
る
せ
ん
い
を
じ
ょ
う
ぶ
に

す
る
働
き
や
殺
き
ん
能
力
が
あ
る
か
ら
。

5　
Ｘ　
機
械
化

　
　
Ｙ　
伝
統
工
芸

考
え
方

1　
―
―
― 

①
の
直
後
の
一
文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
着
物
の
美
を
支
え
て
き
た
の
が
、
日
本
の
高
度
な

染
色
の
技
術
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
、
日
本
の
着
物
の
美
し
い
色
と
が
ら

4

4

を
支
え

て
き
た
の
は
「
高
度
な
染
色
の
技
術
」
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

9
行
目
の
「
高
度
な
染
め
の
技
術
」
で
も
正
解
で
す
。

2　
3
～
5
行
目
に
「
昔
は
…
…
１
枚ま
い

１
枚ま
い

、
職
人
が
手

で
染
め
て
い
た
の
で
す
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
、
手
の

か
か
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
あ
る
こ
と
を
ふ

ま
え
て
考
え
ま
す
。

―
―
― 

②
の
直
後
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

世
の
中
が
安
定
し
た
こ
と
で
、
染
色
に
さ
ま
ざ
ま
な
工く

夫ふ
う

が
生
ま
れ
ま
し
た
。（
10
行
目
）

こ
こ
だ
け
で
は
、
な
ぜ
世
の
中
が
安
定
す
る
と
染
色
に

工
夫
が
生
ま
れ
る
の
か
が
少
し
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
次
の
文
も
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
江え

戸ど

時
代
は
平
和
の
中
で
人
々
の
暮く

ら
し
が
少
し
ず
つ

豊
か
に
な
り
文
化
が
栄
え
た
時
代
で
す
。（
12
～
13
行
目
）

つ
ま
り
、
世
の
中
が
安
定
し
て
平
和
に
な
っ
た
こ
と
で
、

人
々
の
暮
ら
し
が
少
し
ず
つ
豊
か
に
な
り
、
染
色
に
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
す
る
余よ

裕ゆ
う
が
で
き
た
の
で
す
。

3　
「
着
物
の
お
し
ゃ
れ
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
17
～
30
行
目
ま
で
で
す
。

・�
将し

ょ
う

軍ぐ
ん

の
規
制
を
ご
ま
か
せ
る
よ
う
に
、
遠
目
で
見

る
と
が
ら

4

4

が
あ
る
と
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
、
小
さ

な
小
さ
な
が
ら

4

4

を
染
め
ぬ
い
た
染
物
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
…
…
（
19
～
21
行
目
）

・�

木も
め
ん綿

で
あ
り
な
が
ら
、
裏う

ら
地じ

に
も
美
し
い
が
ら

4

4

を
染

め
る
な
ど
、
一
見
し
て
も
わ
か
ら
な
い
、
と
て
も
手

の
か
か
る
ぜ
い
た
く
な
着
物
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
25
～
27
行
目
）

ア
は
「
遠
目
で
も
が
ら

4

4

が
わ
か
る
よ
う
な
着
物
」
と
い

う
部
分
が
ち
が
い
ま
す
。
イ
は
「
将
軍
の
規
制
を
無む

視し

し

て
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
規
制
を
ご
ま
か
し
て
い
た
だ

け
で
、
無
視
し
て
派は

手で

な
着
物
を
着
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
町
人
が
着
た
の
は
「
絹き

ぬ
」
で
は
な
く
「
木

綿
」
な
の
で
エ
も
ち
が
い
ま
す
。
正
解
は
ウ
で
す
。

4　
あ
い
染
め
の
着
物
が
よ
く
着
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、
あ
い
に
そ
れ
だ
け
の
長
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

あ
い
の
特
長
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
探さ
が

し
ま
し
ょ
う
。

あ
い
は
色
が
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
染
め
る
せ
ん
い
を

じ
ょ
う
ぶ
に
す
る
働
き
や
殺
き
ん
能
力
も
あ
る
と
い
う

と
て
も
す
ぐ
れ
た
染
料
で
す
。（
33
～
35
行
目
）

「
色
の
美
し
さ
」「
染
め
る
せ
ん
い
を
じ
ょ
う
ぶ
に
す
る

働
き
」「
殺
き
ん
能
力
」
と
い
う
三
つ
が
、
日
本
で
あ
い

が
使
わ
れ
て
き
た
理
由
な
の
で
す
。

5　
直
後
に
「
そ
の
た
め
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
続

く
二
文
の
内
容
を
読
み
取
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
手
の
か
か
る
あ
い
を
求
め
る
人
は
少
な
く

な
り
、
染
色
の
技
術
も
機
械
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
け
れ
ど
も
、
染
色
は
伝
統
工
芸
と
し
て
、
芸
術
性
が

認み
と

め
ら
れ
、
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

（
41
～
44
行
目
）

手
の
か
か
る
あ
い
よ
り
も
、
化
学
染
料
が
よ
く
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
人
の
手
で
行
っ
て
い
た
染
色

も
「
機
械
化
」
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
染
色

は
芸
術
性
の
高
い
も
の
で
、
い
ら
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
伝
統
工
芸
」
と
し
て
現
在

に
受
け
つ
が
れ
、
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

説
明
文
の
読
み
取
り
②
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答
え

1　
⑴ 

関
心　
　
⑵ 

興
味

　
　
⑶ 

納
得　
　
⑷ 
確
認

2　
⑴ （
苦
）
楽　
　
⑵ （
明
）
暗

　
　
⑶ （
増
）
減　
　
⑷ （
天
）
地

3　
⑴ 

エ
・
ク
・
コ　
　
⑵ 
イ
・
カ
・
シ

　
　
⑶ 

オ
・
キ
・
サ　
　
⑷ 

ア
・
ウ
・
ケ

4　
⑴ 

無
（
表
情
）　　
⑵ 

不
（
平
等
）

　
　
⑶ 

非
（
常
識
）　　
⑷ 

未
（
成
年
）

　
　
⑸ 

不
（
自
由
）　　
⑹ 

無
（
意
味
）

　
　
⑺ 

非
（
公
式
）　　
⑻ 

未
（
解
決
）

5　
⑴ 

ウ　
　
⑵ 

ア　
　
⑶ 

イ

　
　
⑷ 

ウ　
　
⑸ 

ア　
　
⑹ 

イ

6　
⑴ 

イ　
　
⑵ 

ア　
　
⑶ 

イ　
　
⑷ 

ウ

7　
⑴ （
一
）
挙
（
両
得
）	

⑵ （
一
）
念
（
発
起
）

　
　
⑶ （
一
日
千
）
秋	

⑷ （
三
寒
）
四
（
温
）

　
　
⑸ （
電
）
光
（
石
火
）	

⑹ （
温
故
）
知
（
新
）

考
え
方

1　
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
を
正
し
く
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

確
認
…
本
当
に
そ
う
で
あ
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
。

　
　
例
ク
ラ
ス
の
人
数
を
確
認
す
る
。

関
心 �

…
特
に
興
味
を
も
っ
た
り
、
注
意
を
は
ら
っ
た

り
す
る
こ
と
。

　
　
例
世
の
中
の
動
き
に
関
心
を
も
つ
。

納
得 �

…
人
の
考
え
や
行
動
を
も
っ
と
も
だ
と
認み
と

め
る

こ
と
。

　
　
例
相
手
が
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
っ
た
。

興
味 �

…
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て
、
心
が
ひ
き
つ
け
ら

れ
る
こ
と
。

　
　
例
音
楽
に
興
味
が
あ
る
。

2　
⑴
「
苦
」
の
反
対
の
意
味
を
表
す
漢
字
は
「
楽
」
で

す
。「
苦
楽
を
共
に
す
る
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。

3　
イ
「
保
護
」
の
「
護
」
に
は
「
ま
も
る
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
、カ「
消
費
」の「
費
」に
は「
つ
い
や
す（
＝
使
っ

て
な
く
す
）」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
似

た
意
味
の
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
。
ア「
作
文
」

は
「
文
を
作
る
」、ウ
「
登
山
」
は
「
山
に
登
る
」、ケ
「
受

賞
」は「
賞
を
受
け
る
」と
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
―

―
を
」「
―
―
に
」
に
あ
た
る
意
味
の
漢
字
が
下
に
く
る

組
み
合
わ
せ
で
す
。
サ
「
親
友
」
は
「
親
し
い
友
」
な
の

で
、
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く
す
る
関
係
に
あ
る

組
み
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
。

　
　
⑷
「
未
成
年
」
は
「
ま
だ
成
年
に
達
し
て
い
な
い
人
」

4

の
こ
と
で
す
。

5　
⑴
の
「
芸
術
的
」
は
「
芸
術
と
し
て
の
性
質
を
も
っ

て
い
る
様
子
」を
表
す
言
葉
で
す
。
⑵
の「
衣
食
住
」は「
衣

服
と
食
物
と
住
居
」
の
こ
と
で
、
人
間
が
生
活
を
し
て
い

く
う
え
で
の
基
本
と
な
る
も
の
を
表
し
た
言
葉
で
す
。
⑷

の
「
積
極
性
」
は
「
進
ん
で
物
事
を
行
お
う
と
す
る
性
質
」

を
表
す
言
葉
で
す
。

6　
⑴
は「
国
立
」の「
公
園
」、⑶
は「
内
部
」の「
構
造
」

と
い
う
意
味
な
の
で
、
二
字
の
熟
語
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。

7　
そ
れ
ぞ
れ
の
四
字
熟
語
の
意
味
は
、
以
下
の
通
り
で

す
。一い

っ
挙き
ょ

両り
ょ
う

得と
く

…�

一
つ
の
動
作
で
二
つ
の
利
益
を
得
る
こ

と
。

一い
ち

念ね
ん

発ほ
っ

起き

…�

考
え
を
改
め
て
、
物
事
を
な
し
と
げ
よ
う

と
決
心
す
る
こ
と
。

一い
ち

日じ
つ

千せ
ん

秋し
ゅ
う

…�

待
ち
こ
が
れ
る
気
持
ち
が
と
て
も
強
く
、

一
日
が
非
常
に
長
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

三さ
ん

寒か
ん

四し

温お
ん

…�

秋
の
終
わ
り
か
ら
春
の
初
め
に
か
け
て
、

寒
い
日
が
三
日
ほ
ど
続
い
た
あ
と
暖あ
た
た

か

い
日
が
四
日
ほ
ど
続
く
こ
と
。

電で
ん

光こ
う

石せ
っ

火か

…�

非
常
に
短
い
時
間
。
動
き
が
と
て
も
速
い

こ
と
。

温お
ん
故こ

知ち

新し
ん
…�

昔
の
こ
と
や
古
い
も
の
を
研
究
し
て
、
新

し
い
知
識
や
考
え
を
得
る
こ
と
。

「
関
心
が
高
ま
る
」「
興
味
深
い
」
は
決
ま
っ

た
言
い
方
だ
よ
。
覚
え
て
お
く
と
い
い
ね
。

言
葉
の
学
習
①

4
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答
え

1　
イ

2　
第
七
組
で
一
着
に
な
り
、
決
勝
に
進
む
こ
と
。

�

（
18
字
）

3　
ウ

4　
エ

5　
初
め
て
14
秒
台
と
い
う
タ
イ
ム
を
出
し
た
こ
と
。

考
え
方

1　
「
ま
わ
っ
て
き
た
プ
リ
ン
ト
を
と
な
り
の
子
に
わ
た

す
」
と
い
う
の
は
、
日
々
の
学
校
生
活
で
よ
く
す
る
動
作

で
す
ね
。
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
、
一い
ち
ノの

瀬せ

さ
ん
は
「
ぬ
い

だ
ジ
ャ
ー
ジ
を
サ
ン
グ
ラ
ス
コ
ー
チ
に
わ
た
す
」
と
い
う

動
作
を
今
ま
で
何
度
も
し
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
あ
た
し
」
に
は
、
一
ノ
瀬
さ
ん
が
と
て
も
落
ち
着
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

し
か
し
、
続
く
部
分
に
「
で
も
、
左
手
首
の
ミ
サ
ン
ガ

を
、
右
手
で
そ
っ
と
さ
わ
っ
た
の
が
見
え
た
」
と
あ
る
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ミ
サ
ン
ガ
は
、
手
首
に
巻ま

き
つ

け
る
お
守
り
で
す
。
お
守
り
を
そ
っ
と
さ
わ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
レ
ー
ス
で
し
っ
か
り
走
れ
る
よ
う
に
願
い
を
こ

め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
レ
ー
ス
に
対
す
る

緊き
ん

張ち
ょ
う
感か
ん
が
読
み
取
れ
ま
す
ね
。

　
　
直
前
の
部
分
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
組
で
一
着
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
あ
そ
こ
に
あ

た
し
の
タ
イ
ム
が
出
ま
す
よ
う
に
。
決
勝
に
進
め
ま
す

よ
う
に
。（
17
～
18
行
目
）

「
こ
の
組
」
は
「
第
七
組
」、「
あ
そ
こ
」
は
電
光
掲け
い

示じ

を
指
し
て
い
ま
す
。
一
ノ
瀬
さ
ん
の
レ
ー
ス
の
描び
ょ
う

写し
ゃ

か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
電
光
掲
示
に
は
そ
の
組
で
一
着
の
人

の
タ
イ
ム
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
自
分
の
タ
イ
ム

が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
組
で
一
着
に
な
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。「
第
七
組
で
一
着
に
な
る
こ
と
」「
決
勝

に
進
む
こ
と
」
の
二
点
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

3　

前
後
の
内
容
に
合
う
比ひ

喩ゆ

表
現
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

続
く
部
分
に
「
前
へ
前
へ
か
ら
だ
が
進
む
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
進
ん
で
い
る
様
子
を
表
す
表
現
が
あ

て
は
ま
る
と
予
想
で
き
ま
す
。

ア
「
足
に
根
っ
こ
が
生
え
て
い
る
」
は
、
足
が
そ
の
場

か
ら
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
の
で
、
前
に
進

む
様
子
を
表
す
表
現
と
し
て
は
合
い
ま
せ
ん
。
イ
「
足
が

棒ぼ
う
に
な
っ
た
」
は
、
長
い
間
走
っ
た
り
立
っ
た
り
し
て
い

た
た
め
に
、
足
が
非
常
に
つ
か
れ
る
こ
と
を
表
す
慣
用
句

で
す
。
エ
「
足
に
重
り
を
つ
け
ら
れ
た
」
は
、
足
が
重
く

て
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

ウ
「
足
に
バ
ネ
が
つ
い
て
る
」
は
、
足
に
は
ず
み
が
つ

い
て
い
る
様
子
を
表
す
の
で
、
こ
れ
が
適
切
で
す
。

4　
3
で
見
た
よ
う
に
、「
あ
た
し
」
の
か
ら
だ
は
前
へ

前
へ
と
ぐ
ん
ぐ
ん
進
ん
で
い
ま
す
。

2

横
に
は
だ
れ
も
い
な
い
。
前
に
も
だ
れ
も
い
な
い
。

　

う
で
も
、
足
も
、
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
も
、
電
光
掲
示

も
、
ふ
き
ぬ
け
て
い
く
風
も
、
み
ん
な
あ
た
し
に
「
走

れ
！
」
っ
て
い
っ
て
る
気
が
す
る
。（
28
～
31
行
目
）

横
に
も
前
に
も
だ
れ
も
お
ら
ず
、「
あ
た
し
」は
、う
で・

足
・
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
・
電
光
掲
示
・
風
を
感
じ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
気
持
ち
よ
く
走
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
に
喜

び
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、エ
が
正
解
で
す
。

5　
こ
の
と
き
の
「
あ
た
し
」
が
何
を
喜
ん
で
い
る
の
か

を
正
確
に
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
ゴ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に
い
た
、
べ
つ
の
白
ぼ
う
お
じ
さ

ん
が
近
よ
っ
て
き
て
、「
１
」
と
書
か
れ
た
札
を
く
れ
た
。

　
タ
イ
ム
は
？

　
電
光
掲
示
に
出
た
数
字
は
、
14
秒
９
５
。

　
初
め
て
だ
、
14
秒
台
な
ん
て
。

　
で
ヘ
ヘ
ヘ
。
顔
が
勝
手
に
わ
ら
っ
て
し
ま
う
。

�

（
37
～
42
行
目
）

「
あ
た
し
」
は
、
電
光
掲
示
に
出
た
数
字
（
タ
イ
ム
）

を
見
て
喜
ん
で
い
る
の
で
す
。
単
純
に
「
一
着
に
な
っ
た

こ
と
」
を
喜
ん
で
い
る
だ
け
な
ら
、
ゴ
ー
ル
し
た
あ
と
や

「
１
」
と
書
か
れ
た
札
を
も
ら
っ
た
と
き
に
、
す
で
に
喜

ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
初
め
て
14
秒
台
と
い
う
タ
イ
ム
を

出
し
た
こ
と
が
、
う
れ
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
す

ね
。

物
語
の
読
み
取
り
①
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答
え

1　
⑴ 

じ
ょ
う
ぎ	

⑵ 

ふ
さ
い

　
　
⑶ 

け
ん
せ
つ	
⑷ 

し
っ
そ

　
　
⑸ 

し
ゃ
ざ
い	
⑹ 
こ
と
わ
（
る
）

2　
⑴ 

青
（
年
）	

⑵ 
清
（
書
）

　
　
⑶ 

晴
（
天
）	

⑷ （
安
）
静

　
　
⑸ 

精
（
神
）

3　
⑴ 

①
写　
　
②
映　
　
③
移

　
　
⑵ 

③

4　
⑴ 

①
計
（
る
）	

②
測
（
る
）

　
　
　

 

③
量
（
る
）

　
　
⑵ 

①
治
（
め
る
）	

②
修
（
め
る
）

5　
⑴ 

み
ぶ
ん
・
エ	

⑵ 

は
な
び
・
イ

　
　
⑶ 

し
ゅ
ほ
う
・
ア	

⑷ 

ぐ
あ
い
・
ウ

考
え
方

1　
⑴
「
定
」
を
「
じ
ょ
う
」
と
読
む
言
葉
に
は
「
定
石
」

も
あ
り
ま
す
。「
じ
ょ
う
せ
き
」
と
読
み
、「
物
事
を
行
う

と
き
の
決
ま
り
き
っ
た
や
り
方
」
と
い
う
意
味
で
す
。

2　
「
青
」「
清
」「
晴
」「
静
」「
精
」
に
は
共
通
す
る
「
青
」

が
あ
り
、「
セ
イ
」
と
読
み
ま
す
。「
青
」
は
、
も
と
も
と

「
す
み
き
っ
て
い
る
」「
じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
を
も
つ
漢
字
に
は
そ
の
よ

う
な
共
通
の
意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

3　

⑴
「
写
す
」
に
は
「
ま
ね
て
そ
の
と
お
り
に
書
く
。

そ
の
と
お
り
の
形
に
作
る
。
写
真
な
ど
に
撮さ
つ
影え
い
す
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
、「
ノ
ー
ト
を
写
す
」「
写
真
を
写
す
」

な
ど
と
使
い
ま
す
。「
映う
つ

す
」は「
形
や
色
を
反は
ん

射し
ゃ

さ
せ
る
。

映え
い
像ぞ
う
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
あ
ら
わ
す
」と
い
う
意
味
、「
移
す
」

は「
場
所
を
動
か
す
。
場
所
を
変
え
る
」と
い
う
意
味
で
す
。

⑵
「
話
題
を
う
つ
す
」
と
は
、「
今
の
話
題
か
ら
別
の

話
題
に
変
え
る
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、
③
「
移
す
」
が

適
切
で
す
。
ま
た
、「
移
す
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
物
事

を
別
の
段だ
ん

階か
い

に
進
め
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、「
計
画

を
実
行
に
移
す
」
の
よ
う
に
も
使
い
ま
す
。

4　

⑴
「
は
か
る
」
に
は
、「
計
る
」「
測
る
」「
量
る
」

と
い
う
漢
字
が
あ
り
ま
す
。「
計
る
」
は
数
や
時
間
な
ど
、

「
測
る
」
は
長
さ
や
面
積
、「
量
る
」
は
重
さ
や
容
積
を
は

か
る
と
き
に
使
い
ま
す
。
①
は
時
間
、
②
は
身
長
、
③
は

体
重
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

計
る

数
・
時
間

例　
100
メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム
を
計
る
。

　
　
体
温
を
計
る
。

測
る

長
さ
・
面
積

例　
家
か
ら
駅
ま
で
の
き
ょ
り
を
測
る
。

　
　
ゆ
か
の
面
積
を
測
る
。

量
る

重
さ
・
容
積

例　
分
量
を
量
る
。

⑵
「
治
め
る
」
は
「
国
や
一
定
の
地ち

域い
き

を
支
配
し
て
安

定
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
、「
修
め
る
」
は
「
学
問
な
ど

を
身
に
つ
け
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
他
に
も
、「
収
」「
納
」と
い
う
字
も
あ
り
ま
す
。「
収

め
る
」
は
「
詩
集
に
作
品
を
収
め
る
」「
一
定
の
成
果
を

収
め
る
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。「
納
め
る
」
は
「
会
費
を

納
め
る
」「
注
文
さ
れ
た
品
を
納
め
る
」な
ど
と
使
い
ま
す
。

5　
二
字
熟
語
は
、
上
下
の
漢
字
そ
れ
ぞ
れ
が
音
読
み
か

訓
読
み
か
に
よ
っ
て
、「
二
字
熟
語
の
上
下
と
も
音
読
み

の
も
の
」「
二
字
熟
語
の
上
下
と
も
訓
読
み
の
も
の
」「
二

字
熟
語
の
上
が
音
読
み
、
下
が
訓
読
み
の
も
の
（
重
箱
読

み
）」「
二
字
熟
語
の
上
が
訓
読
み
、
下
が
音
読
み
の
も
の

（
湯ゆ

桶と
う

読
み
）」
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

⑴
「
身
分
」
は
、「
み
」
が
訓
読
み
、「
ブ
ン
」
が
音
読

み
な
の
で
、
湯
桶
読
み
で
す
。
⑵
「
花
火
」
は
「
は
な
」

も
「
び
」
も
訓
読
み
で
す
ね
。
⑶
「
手
法
」
は
「
シ
ュ
」

も
「
ホ
ウ
」
も
音
読
み
で
す
。
⑷
「
具
合
」
は
「
グ
」
が

音
読
み
で
「
あ
い
」
が
訓
読
み
な
の
で
、
重
箱
読
み
で
す
。

「
計
」
は
、「
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る
」

と
い
う
使
い
方
も
あ
る
よ
。

漢
字
の
学
習
①

2
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答
え

1　
ウ

2　

�

今
か
ら
１
万
年
以
上
前
の
、
日
本
が
大
陸
と
陸

続
き
だ
っ
た
（
こ
ろ
。）（
23
字
）

3　
イ

4　
無
文
字
社
会

5　

�

詩
に
し
て
歌
っ
た
り
、
太た
い

鼓こ

の
リ
ズ
ム
で
表
し

た
り
し
て
覚
え
て
い
た
。

考
え
方

1　

―
―
―
①
の
直
後
の
内
容
に
注
目
し
、
選せ
ん

択た
く

肢し

と

照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
る
人
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
今
の
ト
ル
コ
に
近
い

地ち

域い
き

の
言
葉
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す

し
、
あ
る
人
は
、
南
太
平
洋
の
島
々
の
言
葉
が
も
と
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ふ
た
つ
の
地
域
の

言
葉
が
組
み
あ
わ
さ
っ
て
、
日
本
語
の
も
と
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
。（
2
～
6
行
目
）

　

ア
・
イ
は　
　
　

の
内
容
と
合
っ
て
い
ま
す
。「
ふ
た

つ
の
地
域
」
の
う
ち
、
一
つ
は
「
今
の
ト
ル
コ
に
近
い
地

域
」、
も
う
一
つ
は
「
南
太
平
洋
の
島
々
」
を
指
し
て
い

る
の
で
、エ
も
合
っ
て
い
ま
す
。「
も
と
も
と
日
本
に
あ
っ

た
言
葉
」
と
あ
る
ウ
が
誤あ
や
ま
り
で
す
ね
。

　
　
指
示
語
の
内
容
を
考
え
る
問
題
で
す
。
ま
ず
は
直
前

の
部
分
に
注
目
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
か
ら
１
万
年
以
上
前
ま
で
は
、
わ
た
し
た
ち
が
住

む
日
本
も
島
で
は
な
く
て
、
大
陸
と
陸
続
き
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
そ
の
こ
ろ
に
…
…
（
14
～
15
行
目
）

　

直
前
の
一
文
を
、
文
末
が
「
～
こ
ろ
。」
に
続
く
よ
う

に
ま
と
め
ま
す
。
そ
の
際
、「
二
十
五
字
以
内
で
」
と
い

う
指
定
字
数
が
あ
る
の
で
、
解
答
に
必
要
な
部
分
を
過
不

足
な
く
、
簡か
ん

潔け
つ

に
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
今
か

ら
１
万
年
以
上
前
」と「
日
本
が
大
陸
と
陸
続
き
だ
っ
た
」

と
い
う
二
点
を
お
さ
え
て
ま
と
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

3　
前
後
の
つ
な
が
り
か
ら
、
適
切
な
接
続
語
を
考
え
ま

す
。（　
Ａ　
）
の
前
後
の
文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

大
勢
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
た
め
の
言
葉
も
あ
っ

た
は
ず
で
す
。

こ
の
こ
ろ
の
人
々
が
ど
ん
な
言
葉
を
話
し
て
い
た
か
は
、

そ
の
言
葉
を
文
字
に
し
た
も
の
が
ま
っ
た
く
残
っ
て
い

な
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

　
あ
と
の
「
言
葉
を
文
字
に
し
た
も
の
が
ま
っ
た
く
残
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
内
容
は
、「
言
葉
も
あ
っ
た
は
ず
」

と
い
う
前
の
文
か
ら
予
想
さ
れ
る
内
容
と
は
反
対
の
内
容

2

反
対
の
内
容

に
な
っ
て
い
る
の
で
、（　
Ａ　
）
に
は
、「
逆
接
」
を
表

す
「
と
こ
ろ
が
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

4　
―
―
― 

③
、「『
話
し
言
葉
』だ
け
で
生
活
し
て
い
た
」

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
言
い

か
え
れ
ば
、
文
字
を
使
わ
な
い
で
生
活
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
筆
者
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
文
字
を
使
わ
な
い
人
た
ち
の
暮
ら
し
て
い

る
社
会
を
、「
無
文
字
社
会
」
と
よ
び
ま
す
。
縄じ
ょ
う
文も
ん
時

代
の
日
本
人
は
、
無
文
字
社
会
を
生
き
て
い
た
の
で
す
。

�

（
43
～
45
行
目
）

　
し
た
が
っ
て
、「
無
文
字
社
会
」
が
答
え
で
す
。

5　
「
大
切
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て
覚
え
て
い
た
の

か
」と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
大
切
な
こ
と
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
読
み
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

村
の
歴
史
や
先
祖
か
ら
の
言
い
伝
え
な
ど
、
忘わ
す

れ
て

は
い
け
な
い
大
切
な
こ
と
は
、
詩
に
し
て
歌
っ
た
り
、

太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
表
し
た
り
し
て
覚
え
ま
す
。
文
字
が

な
い
か
わ
り
に
、
歌
や
音
楽
に
し
て
、
頭
の
中
に
記き

憶お
く

し
て
お
く
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。（
39
～
42
行
目
）

　
「
歌
や
音
楽
に
し
て
」
と
い
う
二
文
目
よ
り
も
、「
詩
に

し
て
歌
う
」「
太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
表
す
」
と
い
う
一
文
目

の
ほ
う
が
よ
り
具
体
的
な
の
で
、
こ
こ
を
ま
と
め
ま
し
ょ

う
。

「
島
で
は
な
く
て
」
と
い
う
の
は
、「
大
陸
と

陸
続
き
だ
っ
た
」
と
同
じ
よ
う
な
内
容
な
の

で
、
省
略
で
き
る
ね
。

説
明
文
の
読
み
取
り
①

1

71
ペ
ー
ジ




